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（1）-2 「PRツールの制作及び活用方法」

＜概要＞

観光振興計画
の位置付け

５．渡嘉敷村の魅力を効果的に伝え、人を呼び込むプロモーション実施【誘客プロモーション】
└(２)誘客プロモーション活動の推進

└③パンフレットやポスターの作成・配布

内容

• イベント等で配布する観光PR ツールを制作する。
• PRツール制作の際に必要な写真素材の入手方法・費用など、具体的に提案に含める。

▮ 実施概要

▮ PRツール制作について

※ツールの仕様や部数は村と協議の うえ、 今後変更の可能性あり
※制作するツールのデザイン案も提案に含めること。上記イベント日程を考慮して、具体的な

制作スケジュールも提示する
※PR 企画の提案で、新たなツールが必要な場合は、提案に含める
※ツール制作に必要な写真素材の撮影費も提案に含め、具体的に可能な撮影スケジュールを

提示する
※随行者1名の交通費についてお見積もりに含める。

N
o.

ツール名 部数 条件その他

①
PP袋（紐付き）

※既存ツールのデータ提供有
1,000部

※480×375ﾐﾘ×底100ﾐﾘ＋スピンドル紐6*6、穴×2 A4サイズ
※適宜必要なデータ修正に対応する。在庫状況を確認し必要な版を納品する。

② ポストカード（5種） 50,000部
※148×105ミリ
※アートポスト240㎏
※渡嘉敷村の 特産品の魅力が伝わる デザインを提案すること

③ クリアファイル付きPPバック 10,000部
※A4（縦タイプ）（バックDEファイル）
※渡嘉敷村の魅力が伝わるデザインを提案すること

④ A2ポスター（10種） 100枚 ※コート紙135㎏ 10種×10枚

⑤ 村PR用ノベルティ 2,050個
（タイベックポーチ300個、防災ボトル7点セット250個、フォールディングファン500、

ポケットティッシュ1000個）

⑥
パンフレット(日本語）

※既存ツールのデータ提供有
30,000部 ※A2/コート73kg/十字折り＋巻3つ折り

⑦
パンフレット(多言語）

※既存ツールのデータ提供有
30,000部

※A2/コート73kg/十字折り＋巻3つ折り
※適宜必要なデータ修正に対応する。在庫状況を確認し必要な版を納品する。
※英語1万部、中国語（繁）5千部、中国語（簡）5千部、韓国語1万部

⑧ カード 500枚
パンフレットＱＲコード（多言語対応）を携帯で読み取り、パンフレットの内容を確認で
きるようなカードを制作する。※55ｍｍ×91ｍｍ、上質紙（カード）

⑨ 自主提案（旅前パンフレット） 6,000部

A4（両面カラー） 現在の「渡嘉敷島MAP」は島内滞在中に利用するツールですが、
「とかしき島 旅前パンフレット」は旅行計画段階または旅行の決定に至る際に役立つ情
報を提供するツールとして位置づけます。
島の魅力や見どころを紹介し、訪問前に期待を高めてもらうためのツールとして提案。

⑩ 自主提案（のぼり旗） 6枚
遠くにいる人でも一瞬で認識されるのが「のぼり旗」の特徴。イベント会場などでも設営が
簡単で、設置場所も取らないため、看板を設置できない場合にも適している。

⑪ 自主提案（船内POP） 500枚
※Ａ4サイズ/ラミネート加工
高速船及びフェリー内に設置し、島へ到着前の情報収集ツールとして制作する。
QRコードから高速船・フェリーの運行状況や、施設のオープン情報などを取得できる。

４．実施概要（観光誘客業務）
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▮ PP袋（紐付き）（W375×H480×D100㎜、片面2色）

（1）-2 「PRツールの制作及び活用方法」

①
PP袋（紐付き）

※既存ツールのデータ提供有
1,000部

※480×375ﾐﾘ×底100ﾐﾘ＋スピンドル紐6*6、穴×2 A4サイズ
※適宜必要なデータ修正に対応する。在庫状況を確認し必要な版を納品する。

４．実施概要（観光誘客業務）

実物写真
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▮ ポストカード10種（横置き：W148×H100㎜、 縦置き：W100×H148㎜、 両面フルカラー）

（1）-2 「PRツールの制作及び活用方法」

② ポストカード（10種） 50,000部
※148×105ミリ
※アートポスト240㎏
※渡嘉敷村の 特産品の魅力が伝わる デザインを提案すること

４．実施概要（観光誘客業務）

3000部 5000部 3000部

5000部6500部5000部

6500部6500部6500部

3000部
裏面
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（1）-2 「PRツールの制作及び活用方法」

▮クリアファイル付きPPバック
（全体サイズ：Ｗ360×Ｈ283mm、 A4クリアファイル部：Ｗ220×Ｈ310mm、両面フルカラー）

③ クリアファイル付きPPバック 10,000部
※A4（縦タイプ）（バックDEファイル）
※渡嘉敷村の魅力が伝わるデザインを提案すること

４．実施概要（観光誘客業務）

パターン① 5000部

パターン② 5000部
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▮ ポスター10種（A2、片面フルカラー）

（1）-2 「PRツールの制作及び活用方法」

④ A2ポスター（10種） 100枚 ※コート紙135kg、10種（横８種類・縦2種類）×10枚

４．実施概要（観光誘客業務）
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▮ ポスター10種（A2、片面フルカラー）

（1）-2 「PRツールの制作及び活用方法」

④ A2ポスター（10種） 100枚 ※コート紙135kg、10種(横８種・縦２種）×10枚

４．実施概要（観光誘客業務）
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（1）-2 「PRツールの制作及び活用方法」

▮ 「村PR用ノベルティ」

④ 村PR用ノベルティ 1,000個

タイベックポーチ（300個）
防災ボトル７点セット（250個）
フォールディングファン（500個）
ポケットティッシュ（1000個）

４．実施概要（観光誘客業務）
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（1）-2 「PRツールの制作及び活用方法」

▮ 「村PR用ノベルティ」

４．実施概要（観光誘客業務）

④ 村PR用ノベルティ 1,000個

タイベックポーチ（300個）
防災ボトル７点セット（250個）
フォールディングファン（500個）
ポケットティッシュ（1000個）
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（1）-2 「PRツールの制作及び活用方法」

▮ 「村PR用ノベルティ」

４．実施概要（観光誘客業務）

④ 村PR用ノベルティ 1,000個

タイベックポーチ（300個）
防災ボトル７点セット（250個）
フォールディングファン（500個）
ポケットティッシュ（1000個）
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（1）-2 「PRツールの制作及び活用方法」

▮ 「村PR用ノベルティ」

４．実施概要（観光誘客業務）

④ 村PR用ノベルティ 1,000個

タイベックポーチ（300個）
防災ボトル７点セット（250個）
フォールディングファン（500個）
ポケットティッシュ（1000個）
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（1）-2 「PRツールの制作及び活用方法」

▮ パンフレット（日本語）

⑤
パンフレット(日本語）

※既存ツールのデータ提供有
30,000部

※A2/コート73kg/十字折り＋巻3つ折り
※納品は年2回（各20,000部）に分け、適宜必要なデータ修正に対応する。

４．実施概要（観光誘客業務）

渡嘉敷島MAP日本語 表

渡嘉敷島MAP日本語 裏
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（1）-2 「PRツールの制作及び活用方法」

▮ パンフレット（多言語）

⑥
パンフレット(多言語）

※既存ツールのデータ提供有
30,000部

※A2/コート73kg/十字折り＋巻3つ折り
※適宜必要なデータ修正に対応する。在庫状況を確認し必要な版を納品する。
※対象言語：英語（１万部）、中国語（１万部）、韓国語（１万部）

４．実施概要（観光誘客業務）

渡嘉敷島MAP英語 表

渡嘉敷島MAP英語 裏
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（1）-2 「PRツールの制作及び活用方法」

▮ パンフレット（多言語）

⑥
パンフレット(多言語）

※既存ツールのデータ提供有
30,000部

※A2/コート73kg/十字折り＋巻3つ折り
※適宜必要なデータ修正に対応する。在庫状況を確認し必要な版を納品する。
※対象言語：英語（１万部）、中国語（１万部）、韓国語（１万部）

４．実施概要（観光誘客業務）

渡嘉敷島MAP簡体字 表

渡嘉敷島MAP簡体字 裏
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（1）-2 「PRツールの制作及び活用方法」

▮ パンフレット（多言語）

⑥
パンフレット(多言語）

※既存ツールのデータ提供有
30,000部

※A2/コート73kg/十字折り＋巻3つ折り
※適宜必要なデータ修正に対応する。在庫状況を確認し必要な版を納品する。
※対象言語：英語（１万部）、中国語（１万部）、韓国語（１万部）

４．実施概要（観光誘客業務）

渡嘉敷島MAP繫体字 表

渡嘉敷島MAP繫体字 裏
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（1）-2 「PRツールの制作及び活用方法」

▮ パンフレット（多言語）

⑥
パンフレット(多言語）

※既存ツールのデータ提供有
30,000部

※A2/コート73kg/十字折り＋巻3つ折り
※適宜必要なデータ修正に対応する。在庫状況を確認し必要な版を納品する。
※対象言語：英語（１万部）、中国語（１万部）、韓国語（１万部）

４．実施概要（観光誘客業務）

渡嘉敷島MAP韓国語 表

渡嘉敷島MAP韓国語 裏
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（1）-2 「PRツールの制作及び活用方法」

▮ カード（名刺サイズ、両面フルカラー）

③ カード 500枚
パンフレットＱＲコード（多言語対応）を携帯で読み取り、パンフレットの内容を確認で
きるようなカードを制作する。※55ｍｍ×91ｍｍ、上質紙（カード）

カード（表面）

カード（裏面）

４．実施概要（観光誘客業務）
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（1）-2 「PRツールの制作及び活用方法」

▮ 自主提案 とかしき島 旅前パンフレット（A4、両面フルカラー）

４．実施概要（観光誘客業務）

⑧ 自主提案（旅前パンフレット） 6,000部

A4（両面カラー） 現在の「渡嘉敷島MAP」は島内滞在中に利用するツールですが、
「とかしき島 旅前パンフレット」は旅行計画段階または旅行の決定に至る際に役立つ情
報を提供するツールとして位置づけます。
島の魅力や見どころを紹介し、訪問前に期待を高めてもらうためのツールとして提案。

A4ラミネート（表面） A4ラミネート（裏面）
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（1）-2 「PRツールの制作及び活用方法」

▮ 自主提案（のぼり旗）

４．実施概要（観光誘客業務）

⑨ 自主提案（のぼり旗） 6枚
遠くにいる人でも一瞬で認識されるのが「のぼり旗」の特徴。イベント会場などでも設営が
簡単で、設置場所も取らないため、看板を設置できない場合にも適している。
1500㎝×500㎝（３種×各２枚）
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（1）-2 「PRツールの制作及び活用方法」

▮ 自主提案（船内POP）

４．実施概要（観光誘客業務）

⑩ 自主提案（船内POP） 500枚
高速船及びフェリー内に設置し、島へ到着前の情報収集ツールとして制作する。
QRコードから高速船・フェリーの運行状況や、施設のオープン情報などを取得できる。
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▮ 渡嘉敷村の既存コンテンツの活用について

観光振興計画
の位置付け

２．快適に観光ができ、滞在できる受入体制づくり【観光客受入体制】
└(３)各種予約システムの構築

└ ①船舶の予約サイトの改善
②宿泊施設や飲食店の予約サイトの構築

５．渡嘉敷村の魅力を効果的に伝え、人を呼び込むプロモーション実施【誘客プロモーション】
└(２)誘客プロモーション活動の推進

└ ④デジタルコンテンツの制作・検討

内容

• 渡嘉敷村既存の観光関連コンテンツ（とかしきナビ、渡嘉敷観光ポータルサイ ト、とかしき
島体操動画、女子旅動画、PRツールなど）を活用についても提案する。

▮ 実施概要

（2）「既存観光コンテンツの活用（継続）」

・ 提案には実施内容案、具体的なスケジュールも含める。
・ 新型コロナウイルス感染症の感染防止、感染拡大による影響等も考慮した企画提案とする。

①島観光を検討している方、島観光中の方に情報を提供できるよう、それぞれの既存コンテンツの役割を明確にし、
ニーズに沿った情報を掲載する。

②新規コンテンツ「島あぷり」は、来島者の利便性向上を図る目的で、様々なツールやシーンで認知度向上を
図っていく。

４．実施概要（観光誘客業務）
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（2）「既存観光コンテンツの活用（継続）」

◆令和5年度に再編集制作した「島とも」・「国立公園」挿画は、デジタルサイネージやマルチビジョン

を活用し継続放映 ※那覇バスターミナル2階・沖縄県観光情報センターマルチビジョンでの放映

<デジタルサイネージやマルチビジョンを活用した渡嘉敷村動画の放映>

那覇バスターミナル2階・沖縄県観光情報センターマルチビジョンでの放映

①那覇市内を起点にしている国内外の観光客が情報収集に訪れるスポット。近くの離島を探している方も多く、
タッチポイントとして有効。

②沖縄県観光情報センターの運営業務を沖縄JTBが受託しており、センター内マルチビジョンでの渡嘉敷村
動画放映を無料にて調整。1時間ごとに1回放映目安で、期間については、要調整。

③センター内のパンフレットラック等へのとかしき島MAPの設置。

Point

<観光情報センターの様子>

▮ 具体的な実施内容

<センター入口からのマルチビジョン＞

４．実施概要（観光誘客業務）

<マルチビジョンの放映の様子>

<パンフレットラック設置の様子>
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（2）「既存観光コンテンツの活用（継続）」

<デジタルサイネージやマルチビジョンを活用した渡嘉敷村動画の放映>

国際通りサイネージでの放映

観光客が賑わう国際通りという魅力的なタッチポイントでのプロモーションを実施。
1週間の放映だが、比較的安価での実施が可能。
最大98台のサイネージでの展開予定。

Point

▮ 具体的な実施内容

<下記2パターンの展開予定>

◆令和5年度に再編集制作した「島とも」・「国立公園」挿画は、デジタルサイネージやマルチビジョン

を活用し継続放映 ※国際通りサイネージでの放映

<国際通りのサイネージポイント>

４．実施概要（観光誘客業務）
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（2）「既存観光コンテンツの活用（継続）」

<デジタルサイネージやマルチビジョンを活用した渡嘉敷村動画の放映>

国際通りサイネージでの放映

観光客が賑わう国際通りという魅力的なタッチポイントでのプロモーションを実施。
2025年2月21日～3月2日まで放映。

Point

▮ 具体的な実施内容

◆令和5年度に再編集制作した「島とも」・「国立公園」挿画は、デジタルサイネージやマルチビジョン

を活用し継続放映 ※国際通りサイネージでの放映

４．実施概要（観光誘客業務）
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観光振興計画
の位置付け

５．渡嘉敷村の魅力を効果的に伝え、人を呼び込むプロモーション実施【誘客プロモーション】
└(２)誘客プロモーション活動の推進

└ ④デジタルコンテンツの制作・検討

内容

• QRコードの読み取り等により、イベント会場への来場者等へ配布可能な電子媒体による
渡嘉敷体験ツール作成

※QRコードを読み取らせる場合は、表示させる方法についても提案し、見積りに含めること。
配布対象者は1,000名とする。他の村PR用ノベルティ等を活用することも可とする。

▮ 実施概要

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ 実施スケジュール

▮ 電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成について

①渡嘉敷村オリジナルLINEスタンプを制作し、アンケート回答者へ配布する（目標1000名）

②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

③令和4年度に制作した「AR動画（渡嘉志久ビーチ・阿波連ビーチ）」の継続活用

LINEスタンプ
デザイン作成

LINEスタンプ制作・配布
（出展イベントにて）

R７年４月～R６年１１月～R７年３月R６年７月～１０月

渡嘉敷村一体で
企画・制作

イベント開始２週間前 イベント開始 イベント終了～次のイベントまで

Taviewアンケート
内容精査・設定

イベント会場にてアンケート
実施・ノベルティ配布

アンケート集計結果の共有
・次アンケートの内容精査

①渡嘉敷村オリジナルLINEスタンプ制作スケジュール

②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析スケジュール

４．実施概要（観光誘客業務）
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▮ ①渡嘉敷村オリジナルLINEスタンプ制作・実施概要

▮デザイナー紹介
フーパーいずみ/イラストレーター
沖縄県名護市出身。現在はオーストラリアと沖縄を
拠点にしながらイラストレーターとして活動。

目的
◎渡嘉敷村の動植物（ケラマツツジ・クジラ・カメ）等を色鮮やかにLINEスタンプで表現。
主要な連絡ツールの１つ「LINEスタンプ」を制作することで、認知度拡散を図り
誘客の拡大を目指す。

目標

◎イベント出展時に、アンケート回答をいただいた方へのノベルティとしてプレゼントする。
目標配布：1,000名

◎今年度の制作で完結せず、次年度以降も見据えたツールを制作することで
次年度以降は村民の方々も自分事になり、村の取組のPRにも繋がると考える。
島の人々が考えることで、より島らしい独自の魅力を伝えることができる。
アートを通して、島の未来を考え、自然保護に取り組む仕組みづくりを構築する。

手段

◎次年度以降、ワークショップ等を実施することで渡嘉敷村民一体となり、アートを通して
誘客に向けた取り組みを行う。
例）LINEスタンプやフェリーターミナルに設置できるもの等
その取り組みに繋がるよう、今年度はフーパーいずみさん（以下参照）制作の
LINEスタンプを配布することで渡嘉敷村の認知度向上を図る。

４．実施概要（観光誘客業務）（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

フーパーいずみさんが手掛けた沖縄エアポートシャトルバスのデザイン
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（３）電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成

■スケジュール

LINEスタンプ企画
LINEスタンプ制作・配布
（出展イベントにて）

R７年４月～R６年１１月～R７年３月R６年７月～１０月

渡嘉敷村一体で
企画・制作

４．実施概要（観光誘客業務）

■LINEスタンプ配布方法

QRコードを読
み取り、アン
ケート回答

友達追加後、適当に
スタンプを送ってもらう

回答後、 記述され
ているURLより友達
登録を行う

▮お客さま操作方法

受け取るボタンを
タップしてスタンプを
受け取る

ー

▮管理者の操作方法

お客さまが友だち追加
すると、LINEトークに表
示さるので「友だち追
加」する

スタンプ販売画面からプレ
ゼントするボタンをクリックし、
送る友達を選択する 購入の操作後、

プレゼントを贈る
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（３）電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成

■LINEスタンプ（８種）制作

４．実施概要（観光誘客業務）

■LINEスタンプを配布したイベント
※渡嘉敷村に関するアンケートを回答した方へLINEスタンプ（１セット８デザイン）をプレゼント

イベント名 イベント期間 スタンプ配布数

離島フェア 2024年11月15日～17日 329セット

とかしきマラソン 2025年2月1日 16セット

とかしきマルシェ 2025年2月8日～11日 198セット

合計 543
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<イベント出展時での活用シーン>

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

アンケートを回答

アンケート回答後、

ルーレットやガチャをまわす

アンケート回収後

のデータ分析

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したアンケート調査や、ルーレット・ガチャチャレンジによる景
品プレゼント、その後のデータ分析を様々なシーンで取り組む。ハードルが低いソリューションのため、トライ & エラーを
繰り返しながら、内容のブラッシュアップが可能。 ※アプリのダウンロードは不要です。

当たり：ポーチ（例）

はずれ【全員】：ポストカード（例）

Taviewの機能からアンケート機能と抽選イベント機能を組み合わせてイベントにて活用。

QRコードを掲載した

チラシを作成

お客様のスマホでQR

コードを読み取り

４．実施概要（観光誘客業務）
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（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）

No. 開催時期 イベント名 場所
アンケート
回答数

① ９月21日～23日 OZの女子旅 東京都 262

② ９月26日～29日 ツーリズムEXPOジャパン 東京都 700

③ 11月15日～17日 離島フェア 沖縄県 378

④ ２月１日 とかしきマラソン 沖縄県 19

⑤ ２月８～11日 とかしきマルシェ 沖縄県 234

総計 1593

Taviewにてアンケートを実施したイベント
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●OZの女子旅EXPO
【アンケート（日本語）】

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●OZの女子旅EXPO アンケート（英語）
【アンケート（英語）】

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●OZの女子旅EXPO
【アンケート集計結果】

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●OZの女子旅EXPO

男性, 

18.3%

女性, 

80.2%

答えたくない,

1.5%

１．あなたの性別をお答えください。

回答 回答数 ％

男性 48 18.3%

女性 210 80.2%

答えたくない 4 1.50%

総計 262 100%

1.1%

17.9%

32.…

23.3%

20.6%

3.8%

0.8%

0.4%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

２．あなたの年代をお答えください。

回答 回答数 ％

10代 3 1.1%

20代 47 17.9%

30代 84 32.1%

40代 61 23.3%

50代 54 20.6%

60代 10 3.8%

70代 2 0.8%

80代以上 1 0.4%

総計 262 100%

【アンケート集計結果】

女性が圧倒的多数を占めており、全体の80.2%（210人）を占めています。
男性は18.3%（48人）と、女性に比べてかなり少数です。
「答えたくない」と回答した人は1.5%（4人）とごくわずかです。

30代が最も多く、全体の32.1%（84人）を占めています。 次いで40代が23.3%（61人）、50
代が20.6%（54人）と続きます。 20代も17.9%（47人）と比較的多くの回答がありました。
20代から50代までが全体の93.9%を占めており、この調査の主要な回答者層となっています。
特に、30代から50代までで全体の76%を占めており、中核的な年齢層と言えます。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●OZの女子旅EXPO

0.4%

0.4%

0.4%

0.4%

0.4%

0.4%

13.7%

9.5%

56.9%

12.2%

0.4%

0.8%

0.4%

0.4%

0.4%

0.8%

0.8%

1.5%

北海道

秋田県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

富山県

山梨県

静岡県

愛知県

京都府

大阪府

兵庫県

沖縄県

3.お住まいの都道府県を教えてください。

回答 回答数 ％

北海道 1 0.4%

秋田県 1 0.4%

福島県 1 0.4%

茨城県 1 0.4%

栃木県 1 0.4%

群馬県 1 0.4%

埼玉県 36 13.7%

千葉県 25 9.5%

東京都 149 56.9%

神奈川県 32 12.2%

富山県 1 0.4%

山梨県 2 0.8%

静岡県 1 0.4%

愛知県 1 0.4%

京都府 1 0.4%

大阪府 2 0.8%

兵庫県 2 0.8%

沖縄県 4 1.5%

総計 262 100%

東京都からの回答が最も多く、全体の56.9%（149人）を占めています。 次いで埼玉県が13.7%
（36人）、神奈川県が12.2%（32人）、千葉県が9.5%（25人）と続きます。 東京都、埼玉県、
神奈川県、千葉県を合わせると92.3%となり、回答者の大多数が首都圏在住者です。首都圏以外の
地域からの回答は少数ですが、全国各地からの回答が見られます。北海道から九州まで、様々な地域か
らの回答がありますが、ほとんどが1人（0.4%）ずつです。 大阪府、兵庫県、山梨県からは各2人
（0.8%）の回答がありました。沖縄県からの回答が1.5%（4人）と、首都圏以外では最も多くなって
います。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●OZの女子旅EXPO

49.2%

39.3%

9.2%

1.5%

0.8%

知らない

知っているが、訪れたことはない

知っており、1回～2回訪れたことがある

知っており、３回以上10回未満訪れたことがある

知っており、10回以上訪れたことがある

4.あなたは沖縄県の「渡嘉敷村（とかしきそん）」を知っていますか？

回答 回答数 ％

知らない 129 49.2%

知っているが、訪れたことはない 103 39.3%

知っており、1回～2回訪れたことがある 24 9.2%

知っており、３回以上10回未満訪れたことがある 4 1.5%

知っており、10回以上訪れたことがある 2 0.8%

総計 262 100%

渡嘉敷村を「知らない」人が最も多く、約半数（49.2%）を占めています。 次いで
「知っているが、訪れたことはない」人が39.3%となっています。
渡嘉敷村を知っている人（訪問経験の有無に関わらず）は合計で50.8%となり、知ら
ない人とほぼ同じ割合です。 東京都での調査にもかかわらず、半数以上が渡嘉敷村を
認知しているのは注目に値します。しかし、実際に訪れた人の割合は低く、認知と訪問の
間にギャップがあります。

実際に訪れたことがある人は全体の11.5%です。
その内訳は：

* 1～2回訪れた人：9.2%
* 3回以上10回未満訪れた人：1.5%
* 10回以上訪れた人：0.8%

2回以上訪れた人をリピーターと考えることができます。
訪問経験者全体に対するリピーター率:

- 訪問経験者全体：11.5%（1～2回：9.2% + 3回以上10回未満：1.5% 
+ 10回以上：0.8%）

- リピーター率 = 2.3% ÷ 11.5% ≈ 20%

つまり、渡嘉敷村を訪れたことがある人のうち、約20%がリピーターとなっています。一度
訪れた人の5人に1人が再訪しているということで、渡嘉敷村の魅力が一定数の人々に
強く訴求していると解釈できます。
10回以上のヘビーリピーターも少数ながら存在し、強い魅力を感じている人がいることがう
かがえます。認知度は高いものの訪問経験が少ないことから、渡嘉敷村への観光促進の
余地があると考えられます。「知っているが、訪れたことはない」層（39.3%）をターゲット
にしたプロモーションが効果的かもしれません。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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はい, 19.1%

いいえ, 80.9%

5.渡嘉敷村が国立公園に指定されていることを知ってますか？

回答 回答数 ％

はい 50 19.1%

いいえ 212 80.9%

総計 262 100%

春「3月～5月」, 

36.6%

夏「6月～8月」, 

34.0%

秋「9月～11

月」, 19.8%

冬「12月～2月」, 9.5%

6.渡嘉敷村を訪れるならいつが良いですか？

回答 回答数 ％

春「3月～5月」 96 36.6%

夏「6月～8月」 89 34.0%

秋「9月～11月」 52 19.8%

冬「12月～2月」 25 9.5%

総計 262 100%

回答者の大多数（80.9%）が渡嘉敷村の国立公園指定を知らないことが分かります。 約5人に1人
（19.1%）のみが、この事実を認識しています。 この結果は、渡嘉敷村の国立公園指定に関する情報が
広く普及していないことを示唆しています。 環境保護や自然保護の観点からも、国立公園指定の認知度を
上げることは重要です。 前の質問で渡嘉敷村の存在自体を知らない人が約半数いたことを考慮すると、国
立公園指定の認知度が低いのは当然の結果とも言えます。 渡嘉敷村のPRにおいて、国立公園指定をより
強調することで、地域の魅力をさらに高められる可能性があります。

春が最も人気で、回答者の36.6%が選択しています。 夏が僅差で2位となっており、34.0%の支持を
得ています。 春と夏を合わせると70.6%となり、回答者の大多数がこの半年間を好ましいと考えています。
秋は19.8%で3位となっており、一定の支持があります。 冬は9.5%と最も低く、渡嘉敷村の訪問には適
していないと考える人が多いようです。季節による観光客数の変動が大きいと予想されるため、オフシーズ
ンの観光振興が課題となる可能性があります。

●OZの女子旅EXPO

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●OZの女子旅EXPO

2.8%

7.7%

26.9%

42.7%

18.5%

0.7%

0.7%

渡嘉敷村へは行きたいと思わない

日帰り

1泊2日

2泊3日

3泊4日以上、1週間（6泊7日）未満

1週間以上、1ヶ月未満

1年以上

7．渡嘉敷村へ旅行するならどれくらい滞在しますか？(複数回答可）

回答 回答数 ％

渡嘉敷村へは行きた
いと思わない

8 2.8%

日帰り 22 7.7%

1泊2日 77 26.9%

2泊3日 122 42.7%

3泊4日以上、1週
間（6泊7日）未満

53 18.5%

1週間以上、1ヶ月
未満

2 0.7%

1年以上 2 0.7%

総計 286 100%

0.3%

47.7%

18.5%

23.7%

8.5%

0.6%

0.6%

訪れたいと思わない

家族

恋人（パートナー）

友達

ひとり

仕事・学校関係者等

その他

8.渡嘉敷村へどなたと訪れたいですか？(複数回答可）

回答 回答数 ％

訪れたいと思わない 1 0.3%

家族 157 47.7%

恋人（パートナー） 61 18.5%

友達 78 23.7%

ひとり 28 8.5%

仕事・学校関係者等 2 0.6%

その他 2 0.6%

総計 329 100%

2泊3日が最も人気で、回答者の約43%が選択しています。
1泊2日と2泊3日を合わせると約70%となり、短期滞在が
主流です。 3泊4日以上の中期滞在も18.5%と一定の支
持があります。 日帰りを選択した人が7.7%いることは注目
に値します。離島であることを考えると、アクセスの良さや日
帰りプランの存在が示唆されます。 1週間以上の長期滞在
を希望する人は非常に少数（1.4%）です。 2.8%の回
答者が「渡嘉敷村へ行きたいと思わない」と回答しています。
これは比較的低い割合で、多くの人が渡嘉敷村に興味を
持っていることを示しています。

家族との旅行が最も人気で、約半数の回答者が選択しています。 友達や恋人（パートナー）との旅行も人
気があり、合わせて42.2%となっています。 一人旅も一定の支持（8.5%）があります。 家族との旅行が圧
倒的に人気であることから、渡嘉敷村が家族向けの観光地として認識されていることがわかります家族、友達、
恋人を合わせると89.9%となり、グループでの旅行が主流です。 一人旅は8.5%と少数派ですが、無視でき
ない割合です。 仕事・学校関係者等との訪問は0.6%と非常に低く、渡嘉敷村が主にレジャー目的の観光
地であることを示しています。 「訪れたいと思わない」と回答した人は0.3%と非常に少の回答者が渡嘉敷村へ
の訪問に興味を持っていることがわかります。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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15.0%

17.8%

6.7%

1.6%

4.6%

4.8%

10.3%

2.8%

15.9%

3.9%

0.6%

11.1%

1.5%

2.8%

0.4%

ダイビング（体験ダイビング含む）

マリンスポーツ、シュノーケリング、海水浴

サイクリング

マラソン（とかしきマラソン含む）

トレッキング、ハイキング

集落散策

ホエールウォッチング

釣り

ゆっくりorのんびり過ごす

祭り（とかしきまつり、大綱引き等）

仕事（リゾートバイト等）

グルメ（飲食店巡り）

キャンプ（グランピング含む）

渡嘉敷村民との交流

その他

9.渡嘉敷村で体験してみたい事は何ですか？（複数回答可）
●OZの女子旅EXPO

回答 回答数 ％

ダイビング（体験
ダイビング含む）

100 15.0%

マリンスポーツ、
シュノーケリング、
海水浴

119 17.8%

サイクリング 45 6.7%

マラソン（とかしき
マラソン含む）

11 1.6%

トレッキング、ハイ
キング

31 4.6%

集落散策 32 4.8%

ホエールウォッチン
グ

69 10.3%

釣り 19 2.8%

ゆっくりorのんびり
過ごす

106 15.9%

祭り（とかしきまつ
り、大綱引き等）

26 3.9%

仕事（リゾートバ
イト等）

4 0.6%

グルメ（飲食店
巡り）

74 11.1%

キャンプ（グランピ
ング含む）

10 1.5%

渡嘉敷村民との
交流

19 2.8%

その他 3 0.4%

総計 668 100%

海に関連するアクティビティが非常に人気です（マリンスポーツ、ダイビング、ホエールウォッチングなど）。 リラック
スした過ごし方（ゆっくりのんびり過ごす）も高い人気を示しています。 自然を楽しむアクティビティ（サイクリン
グ、トレッキング、ハイキングなど）も一定の支持があります。 祭り（とかしきまつり、大綱引き等）や渡嘉敷村
民との交流など、文化的な体験への興味も見られます。キャンプ（グランピング含む）、マラソン、仕事（リゾー
トバイト等）は比較的低い人気です。渡嘉敷村の主な魅力は、美しい海と自然環境、そしてゆったりとした雰
囲気にあると推測されます。多様なアクティビティへの興味が見られ、幅広い層に訴求できる可能性があります。
食事（グルメ）も重要な要素として認識されています。海関連のアクティビティの充実と安全性の確保が重要
です。リラックスできる環境づくりと、アクティブな体験のバランスを取ることが効果的でしょう。地元の食文化を活
かしたグルメツアーなども検討の価値があります。自然を活かしたアクティビティ（サイクリング、トレッキングなど）
のさらなる開発も考えられます。季節による体験可能なアクティビティの変動を考慮し、オフシーズンの魅力づく
りが必要かもしれません。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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3.7%

33.6%

5.1%

23.2%

6.3%

19.4%

8.5%

0.2%

SNSは利用していない

Instagram

TikTok

X（旧Twitter）

Facebook

LINE

YouTube

その他

10.普段ご利用のSNSを教えてください。（複数回答可）

回答 回答数 ％

SNSは利用していない 21 3.7%

Instagram 191 33.6%

TikTok 29 5.1%

X（旧Twitter） 132 23.2%

Facebook 36 6.3%

LINE 110 19.4%

YouTube 48 8.5%

その他 1 0.2%

総計 568 100%

Instagramが最も人気で、3人に1人が利用しています。 X (旧Twitter)とLINEも高い利用率を示
しています。 上位3つのSNS（Instagram、X、LINE）で全体の76.2%を占めています。
Instagram、YouTube、TikTokを合わせると47.2%となり、視覚的コンテンツを重視するSNSの人
気が高いです。 SNSを利用していない人は3.7%と少数派です。大多数の人が何らかのSNSを利用
していることがわかります。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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20.7%

15.6%

6.4%

0.9%

15.7%

1.2%

9.9%

1.0%

0.9%

5.7%

9.6%

2.1%

5.7%

3.0%

1.3%

0.3%

るるぶ

ことりっぷ

地球の歩き方

1-3以外の旅行雑誌

Instagram

TikTok

X（旧Twitter）

Facebook

LINE

YouTube

ウェブ検索(Yahoo!/Google)

TV番組

観光協会のホームページ

友達等の口コミ

インフルエンサーの紹介

その他

11.旅行する際に参考にするものを教えてください。（複数回答可）

回答 回答数 ％

るるぶ 138 20.7%

ことりっぷ 104 15.6%

地球の歩き方 43 6.4%

1-3以外の旅行雑誌 6 0.9%

Instagram 105 15.7%

TikTok 8 1.2%

X（旧Twitter） 66 9.9%

Facebook 7 1.0%

LINE 6 0.9%

YouTube 38 5.7%

ウェブ検索
(Yahoo!/Google)

64 9.6%

TV番組 14 2.1%

観光協会のホームページ 38 5.7%

友達等の口コミ 20 3.0%

インフルエンサーの紹介 9 1.3%

その他 2 0.3%

総計 668 100%

従来型のガイドブック（るるぶ、ことりっぷ）が合計36.3%で、依然として強い影響力を持っています。 デジタ
ルメディア（SNS、ウェブ検索、YouTube等）も合計で約43%となり、重要な情報源となっています。
InstagramとX (旧Twitter)を合わせると25.6%となり、SNSが重要な情報源であることがわかります。
一方で、FacebookやLINE、TikTokの影響力は比較的小さいです。 友達等の口コミ（3.0%）やインフ
ルエンサーの紹介（1.3%）も一定の影響力を持っています。 観光協会のホームページ（5.7%）も参考
にされており、公式情報の重要性が示されています。 TV番組（2.1%）の影響力は比較的小さいですが、
無視できない割合です。旅行情報の収集において、従来型のガイドブックとデジタルメディアが併用されている
傾向が見られます。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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回答 回答数 ％

1. グルメ 21 14.9%

2. 観光 12 8.5%

3. おすすめ 10 5.0%

4. 美味しい 6 4.3%

5. 旅行 4 3.5%

6. 沖縄 4 2.8%

7. のんびり 3 2.8%

8. ひとり旅 3 2.1%

9. 食事/食べ物/食 3 2.1%

10. ホテル 3 1.4%

11. サウナ 2 1.4%

12. 温泉 2 1.4%

13. 海 2 1.4%

14. 楽しい 2 1.4%

15. 自然 2 1.4%

16. 星 2 1.4%

17. お土産 2 1.4%

※回答数１は省略。別途納品データにてご確認ください。

Q12：旅行する際に検索するワードを教えてください。（フリー記述）

「グルメ」が14.9%で最も高い割合を占めています。
「美味しい」(4.3%)や「食事/食べ物/食」(2.1%)も上位に入っています。
これらを合わせると、食に関する検索が全体の約21%を占めており、旅行者が食事体験を重視して
いることがわかります。
「観光」(8.5%)が2位となっており、定番の観光スポットへの関心が高いことがうかがえます。
「おすすめ」(5.0%)も3位に入っており、地元の人気スポットや隠れた名所を探す傾向があります。
「ひとり旅」(2.1%)や「のんびり」(2.8%)といった回答から、個人の好みに合わせた旅行スタイルを求
める傾向が見られます。
「温泉」(1.4%)や「サウナ」(1.4%)など、リラックスを目的とした検索も見られます。
「自然」(1.4%)や「海」(1.4%)といった自然関連の検索がある一方で、「ホテル」(1.4%)のような
都市型の宿泊施設も検索されています。
これは、都市と自然の両方を楽しみたいという旅行者の希望を反映しています。
「星」(1.4%)や「楽しい」(1.4%)といった回答から、特別な体験や感動を求める傾向も見られます。
「お土産」(1.4%)も検索されており、旅行の思い出や地元の特産品への関心もあります。
総じて、この結果は人々が食事体験を重視しつつ、観光や自然、リラックス、特別な体験など、多様
な要素を組み合わせた旅行を求めていることを示しています。また、個人の好みに合わせたカスタマイズ
された旅行情報を求める傾向も見られます。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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【総評】
渡嘉敷村は、東京都在住者の間でも一定の認知度があります。
国立公園に指定されているという事実は、さらなるPRの余地があります。
海や自然を活かしたアクティビティが人気で、特にマリンスポーツやダイビングへの関心が高いです。
大多数の回答者が渡嘉敷村への訪問に興味を示しています。
2～3泊の短期滞在が最も人気ですが、日帰りから1週間程度まで幅広い滞在期間のニーズがありま
す。 家族旅行が最も人気ですが、友人や恋人との旅行も多く、多様な層に訴求しています。 アクティ
ブな体験とリラックスした時間の両方が求められています。 従来型の旅行ガイドブック（るるぶ、ことりっ
ぷ）とSNS（特にInstagram）が主要な情報源となっています。 デジタルとアナログの両方のメディ
アが重要な役割を果たしています。
家族向けと若者向けの両方のアクティビティやサービスの充実が必要です。
自然を活かしたアクティビティと、ゆっくり過ごせる環境の両立が重要です。
InstagramやX (旧Twitter)を中心としたSNSマーケティングの強化が効果的です。
従来型のガイドブックへの掲載も依然として重要です。
オフシーズンの魅力向上や、長期滞在者向けのコンテンツ開発が必要かもしれません。 国立公園指
定の認知度向上や、それを活かしたエコツーリズムの推進が考えられます。 持続可能な観光開発を
目指し、自然保護と観光振興のバランスを取ることが重要です。 デジタルマーケティングと従来型のプ
ロモーションを組み合わせた、多角的な観光戦略の展開が求められます。多様なニーズに対応しつつ、
渡嘉敷村独自の魅力を強調することで、差別化を図ることができるでしょう。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●ツーリズム EXPO ジャパン
【アンケート（日本語）】

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●ツーリズム EXPO ジャパン アンケート（英語）

【アンケート（英語）】

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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【アンケート集計結果】

No 言語 回数 構成比

1 日本語 678 97.0%

2 英語 16 2.3%

3 中国語 2 0.3%

4 韓国語 2 0.3%

5 スペイン語 1 0.1%

総数 699 100%

日本語, 

678

英語, 

16

中国語, 

2
韓国語, 2

スペイン語, 

1

英語回答者が16名おり、一定数の外国人参加者がいることがわかります。 中国語と韓国語の回
答者が各2名、スペイン語の回答者が1名おり、少数ながら多様な言語背景の参加者がいます。
国際的な参加も見られ、多様な視点が含まれていることが示唆されています。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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男性, 

36.70%

女性, 

62.40%

答えたくない, 

0.90%

1．あなたの性別をお答えください。

回答 回答数 %

男性 257 36.7%

女性 437 62.4%

答えたくない 6 0.9%

総計 700 100%

5%

18%

23%

28%

19%

6%

1%

0%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

２．あなたの年代をお答えください。

回答 回答数 %

10代 37 5.3%

20代 126 18.0%

30代 163 23.3%

40代 195 27.9%

50代 130 18.6%

60代 43 6.1%

70代 5 0.7%

80代以上 1 0.1%

総計 700 100%

【アンケート集計結果】

女性の回答者が明らかに多数を占めており、全体の約3分の2を構成しています。 男性の回
答者は全体の約3分の1です。 性別を回答しなかった人は非常に少数で、1%未満です。

最も多い年齢層は40代で、全体の約4分の1以上（27.9%）を占めています。 30代と40代を
合わせると、全体の半数以上（51.2%）を占めています。 20代から50代までの年齢層が全体
の87.8%を占めており、イベントの主要な参加者層となっています。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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0.4%

0.4%

0.1%

0.6%

3.4%

1.1%

0.9%

9.4%

15.0%

37.7%

18.6%

0.1%

0.7%

0.1%

0.1%

0.1%

0.4%

0.4%

1.1%

1.0%

0.4%

0.1%

0.4%

2.1%

0.1%

0.1%

0.3%

0.4%

0.3%

0.3%

0.3%

0.1%

0.3%

2.6%

北海道

岩手県

宮城県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

岡山県

広島県

山口県

香川県

福岡県

熊本県

沖縄県

3.お住まいの都道府県を教えてください。

回答 回答数 %

北海道 3 0.4%

岩手県 3 0.4%

宮城県 1 0.1%

福島県 4 0.6%

茨城県 24 3.4%

栃木県 8 1.1%

群馬県 6 0.9%

埼玉県 66 9.4%

千葉県 105 15.0%

東京都 264 37.7%

神奈川県 130 18.6%

新潟県 1 0.1%

富山県 5 0.7%

石川県 1 0.1%

福井県 1 0.1%

山梨県 1 0.1%

長野県 3 0.4%

岐阜県 3 0.4%

静岡県 8 1.1%

愛知県 7 1.0%

三重県 3 0.4%

滋賀県 1 0.1%

京都府 3 0.4%

大阪府 15 2.1%

兵庫県 1 0.1%

奈良県 1 0.1%

和歌山県 2 0.3%

岡山県 3 0.4%

広島県 2 0.3%

山口県 2 0.3%

香川県 2 0.3%

福岡県 1 0.1%

熊本県 2 0.3%

沖縄県 18 2.6%

総計 700 100%

関東地方（東京、神奈川、千葉、埼玉、茨城、栃木、群馬）からの参加者が圧倒的に多く、
全体の86.1%を占めています。 近畿地方（大阪府、京都府、兵庫県、奈良県、和歌山
県）からの参加者は合計21人（3.0%）です。 沖縄県からの参加者が18人（2.6%）と、
遠方にもかかわらず比較的多いのが特徴的です。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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23.1%

56.3%

15.9%

3.9%

0.9%

知らない

知っているが、訪れたことはない

知っており、1回～2回訪れたことがある

知っており、３回以上10回未満訪れたこと

知っており、10回以上訪れたことがある

４．あなたは沖縄県の「渡嘉敷村（とかしきそん）」を知っていますか？

回答 回答数 %

知らない 162 23.1%

知っているが、訪れたことはない 394 56.3%

知っており、1回～2回訪れたことがある 111 15.9%

知っており、３回以上10回未満訪れたこと 27 3.9%

知っており、10回以上訪れたことがある 6 0.9%

総計 700 100%

渡嘉敷村を知っている人の割合は合計76.9%（56.3% + 15.9% + 3.9% + 0.9%）
で、538人に相当します。
約4人に3人が渡嘉敷村の存在を認識しているということになります。
実際に訪れたことがある人は全体の20.7%（15.9% + 3.9% + 0.9%）で、144人に相
当します。
知っている人のうち、約26.8%（144人 / 538人）が実際に訪れた経験があります。
渡嘉敷村を知っている人の73.2%（394人 / 538人）は実際に訪れたことがありません。 こ
れは、認知度と実際の訪問率の間に大きなギャップがあることを示しています。
1～2回訪れた人が111人で、訪問経験者の大半（77.1%）を占めています。
3回以上のリピーターは合計33人（4.8%）で、熱心なファンの存在を示しています。
10回以上の超ヘビーユーザーは6人（0.9%）と非常に少数です。
高い認知度（76.9%）を実際の訪問（20.7%）に結びつける施策が必要です。
初回訪問者をリピーターに変える取り組みが重要です。
アクセスの問題や、魅力の十分な伝達ができていない可能性があります。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）



48

●ツーリズム EXPO ジャパン

はい, 38.9%

いいえ, 61.1%

５．渡嘉敷村が国立公園に指定されていることを知っていますか？

回答 回答数 %

はい 272 38.9%

いいえ 428 61.1%

総計 700 100%

約3分の2の回答者（67.1%）が渡嘉敷村の国立公園指定について知らないと回答し
ています。 約3分の1の回答者（32.9%）がこの事実を知っていると回答しています。
観光地としての渡嘉敷村の知名度と、その国立公園としての認知度にはギャップがある可
能性があります。 国立公園指定は観光地としての価値を高める要素であるにもかかわら
ず、その情報が十分に活用されていない可能性があります。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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旅行へ行きたいと思わない, 

2.0%

春「3月～5月」, 

24.4%

夏「6月～8月」, 

44.1%

秋「9月～11

月」, 18.9%

冬「12月～2

月」, 10.6%

6．渡嘉敷村を訪れるならいつが良いですか？

回答 回答数 %

旅行へ行きたいと思わない 14 2.0%

春「3月～5月」 171 24.4%

夏「6月～8月」 309 44.1%

秋「9月～11月」 132 18.9%

冬「12月～2月」 74 10.6%

総計 700 100%

夏季が圧倒的に人気で、全体の約44%を占めています。 春と秋を合わせると43.3%となり、夏
季に次ぐ人気があります。
冬季は最も人気が低く、全体の約10%にとどまっています。
夏季の人気が高いのは、海水浴やマリンアクティビティが楽しめるためと推測されます。
春季の人気は、温暖な気候と花の季節であることが理由かもしれません。
秋季は、夏の暑さが和らぎ、海水温もまだ温かい時期であることが人気の理由と考えられます。
冬季の人気が低いのは、気温が下がり海水浴などのアクティビティが制限されるためかもしれません。
夏季に観光客が集中することによる混雑や環境への負荷が懸念されます。
夏季以外の季節の魅力を発信し、観光客の分散を図ることが重要です。
春と秋のシーズンをさらに強化し、夏季への一極集中を緩和する施策が考えられます。
冬季ならではの魅力（例：ホエールウォッチングや冬の星空観察など）を開発・PRすることで、オ
フシーズンの誘客を促進できる可能性があります。
各季節に特化したイベントや体験プログラムを企画し、年間を通じた観光客の誘致を図ることが重
要と考えられます。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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2.3%

7.9%

25.1%

41.3%

21.0%

1.9%

0.3%

0.3%

渡嘉敷村へは行きたいと思わない

日帰り

1泊2日

2泊3日

3泊4日以上、1週間（6泊7日）未満

1週間以上、1ヶ月未満

1カ月以上、1年未満

1年以上

７．渡嘉敷村へ旅行するならどれくらい滞在しますか？(複数回答可）

回答 回答数 %

渡嘉敷村へは行きたいと思わない 16 2.3%

日帰り 55 7.9%

1泊2日 176 25.1%

2泊3日 289 41.3%

3泊4日以上、1週間（6泊7日）未満 147 21.0%

1週間以上、1ヶ月未満 13 1.9%

1カ月以上、1年未満 2 0.3%

1年以上 2 0.3%

総計 700 100%

短期滞在（3日以内）が最も人気で、全体の74.3%を占めています。
中期滞在（3泊4日以上、1週間未満）も.0%と比較的高い割合です。
長期滞在（1週間以上）を希望する人は少数で、合計2.5%にとどまります。
2泊3日が最も人気なのは、週末を利用した旅行や連休での訪問が想定されている
ためかもしれません。
日帰り旅行の割合が比較的低いのは、渡嘉敷村へのアクセスに時間がかかると思わ
れていると推測されます。
長期滞在の希望が少ないのは、渡嘉敷村が小さな島であることや、長期滞在向けの
施設やアクティビティが限られている可能性があります。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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1.4%

48.0%

16.5%

20.9%

12.3%

0.8%

0.1%

訪れたいと思わない

家族

恋人（パートナー）

友達

ひとり

仕事・学校関係者等

その他

８．渡嘉敷村へどなたと訪れたいですか？（複数回答可）

回答 回答数 %

訪れたいと思わない 12 1.4%

家族 407 48.0%

恋人（パートナー） 140 16.5%

友達 177 20.9%

ひとり 104 12.3%

仕事・学校関係者等 7 0.8%

その他 1 0.1%

総計 848 100%

家族との旅行が圧倒的に人気で、全体の約半数を占めています。 友達や恋人との旅行も人気が
あり、合わせて37.4%を占めています。 一人旅も一定の需要があることがわかります。
渡嘉敷村が家族向けの旅行先として認識されていることが伺えます。 友人や恋人との旅行先とし
ても人気があり、多様な旅行形態に対応できる魅力があると考えられます。 一人旅の需要も無視
できない割合を示しており、静かな環境や自然を楽しむ目的での訪問が想定されます。
家族向けのパッケージやアクティビティをさらに充実させることで、主要な顧客層を強化できる可能性
があります。
カップルや友人グループ向けの特別プランを開発することで、これらの層の誘客を増やせる可能性が
あります。 一人旅行者向けの安全で快適な環境づくりや、交流の機会を提供することで、この市場
セグメントを拡大できる可能性があります。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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19.6%

22.7%

6.7%

2.0%

4.2%

4.9%

9.5%

3.3%

12.8%

3.2%

0.3%

7.7%

1.5%

1.4%

0.3%

ダイビング（体験ダイビング含む）

マリンスポーツ、シュノーケリング、海水浴

サイクリング

マラソン（とかしきマラソン含む）

トレッキング、ハイキング

集落散策

ホエールウォッチング

釣り

ゆっくりorのんびり過ごす

祭り（とかしきまつり、大綱引き等）

仕事（リゾートバイト等）

グルメ（飲食店巡り）

キャンプ（グランピング含む）

渡嘉敷村民との交流

特にない

９．渡嘉敷村で体験してみたい事は何ですか？（複数回答可）

回答 回答数 %

ダイビング（体験ダイビング含む） 308 19.6%

マリンスポーツ、シュノーケリング、海水浴 357 22.7%

サイクリング 106 6.7%

マラソン（とかしきマラソン含む） 31 2.0%

トレッキング、ハイキング 66 4.2%

集落散策 77 4.9%

ホエールウォッチング 150 9.5%

釣り 52 3.3%

ゆっくりorのんびり過ごす 202 12.8%

祭り（とかしきまつり、大綱引き等） 50 3.2%

仕事（リゾートバイト等） 5 0.3%

グルメ（飲食店巡り） 121 7.7%

キャンプ（グランピング含む） 23 1.5%

渡嘉敷村民との交流 22 1.4%

特にない 4 0.3%

総計 1574 100%

海関連のアクティビティ（マリンスポーツ、ダイビング）が圧倒的に人気で、合わせて42.3%を占めています。
リラックスした過ごし方（ゆっくりのんびり過ごす）も高い人気があります。
自然観察（ホエールウォッチング）や食事を楽しむ活動も一定の人気があります。
渡嘉敷村の海の魅力が大きな観光資源となっていることが明確です。 アクティブな活動と静かにリラックスする
時間の両方が求められています。 自然観察や食文化も重要な観光要素となっています。

4.6%

34.1%

4.3%

20.7%

6.7%

19.6%

9.7%

0.3%

SNSは利用していない

Instagram

TikTok

X（旧Twitter）

Facebook

LINE

YouTube

その他

10．普段ご利用のSNSを教えてください。（複数回答可）

回答 回答数 %

SNSは利用していない 66 4.6%

Instagram 488 34.1%

TikTok 61 4.3%

X（旧Twitter） 296 20.7%

Facebook 96 6.7%

LINE 280 19.6%

YouTube 138 9.7%

その他 4 0.3%

総計 1429 100%

Instagram が34.1%で最も高い利用率を示しています。 次いで X（旧Twitter）が20.7%、
LINE が19.6%と続きます。 YouTube が9.7%、Facebook が6.7%、TikTok が4.3%、 SNS
を利用していない人も4.6%存在します。 「その他」のSNSの利用は0.3%と非常に少数です。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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21.8%

8.0%

7.0%

1.5%

17.3%

2.2%

7.6%

1.4%

1.4%

7.6%

9.7%

2.8%

7.4%

2.5%

0.7%

1.0%

1.るるぶ

2.ことりっぷ

3.地球の歩き方

1-3以外の旅行雑誌

Instagram

TikTok

X（旧Twitter）

Facebook

LINE

YouTube

ウェブ検索(Yahoo!/Google)

TV番組

観光協会のホームページ

友達等の口コミ

インフルエンサーの紹介

その他

11．旅行する際に参考にするものを教えてください。（複数回答可）

回答 回答数 %

1.るるぶ 335 21.8%

2.ことりっぷ 122 8.0%

3.地球の歩き方 108 7.0%

1-3以外の旅行雑誌 23 1.5%

Instagram 265 17.3%

TikTok 34 2.2%

X（旧Twitter） 117 7.6%

Facebook 22 1.4%

LINE 22 1.4%

YouTube 116 7.6%

ウェブ検索
(Yahoo!/Google)

149 9.7%

TV番組 43 2.8%

観光協会のホームページ 114 7.4%

友達等の口コミ 38 2.5%

インフルエンサーの紹介 11 0.7%

その他 15 1.0%

総計 1534 100%

「るるぶ」が21.8%で最も高い割合を占めています。 次いでInstagramが17.3%で2位となっています。
旅行雑誌（「るるぶ」「ことりっぷ」「地球の歩き方」）が合計で36.8%を占め、依然として重要な情報源と
なっています。 Instagram（17.3%）、ウェブ検索（9.7%）、YouTube（7.6%）、X（旧
Twitter）（7.6%）が上位を占めています。 これらのデジタルプラットフォームを合わせると42.2%となり、
従来型のメディアを上回っています。 観光協会のホームページ（7.4%）も比較的高い割合を示していま
す。 TV番組（2.8%）や友達等の口コミ（2.5%）は、予想外に低い割合となっています。 TikTok
（2.2%）、Facebook（1.4%）、LINE（1.4%）の利用率は比較的低くなっています。 従来型の
旅行ガイドブックと新しいデジタルプラットフォームが併用されている傾向が見られます。 視覚的な情報を提
供するプラットフォーム（Instagram、YouTube）が人気です。 公式な情報源（観光協会のホームペー
ジ）も一定の支持を得ています。 回答者は平均して複数の情報源を利用していることが示唆されます。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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No 回答 回答数

1 「グルメ」が含まれている 104

2 「観光」が含まれている 101

3 海 51

4 「旅行」が含まれている 42

5 「おすすめ」「オススメ」が含まれている 40

6 「ホテル」が含まれている 36

7 沖縄 30

8 地名 24

9 ダイビング 14

10 景色 13

11 楽しい 12

12 「宿」が含まれている 11

13 食事 11

14 アクティビティ 10

15 食べ物 10

16 シュノーケル 9

17 癒し 8

18 お土産 7

19 料理 7

20 格安 7

21 温泉 7

22 美味しい 7

23 絶景 7

24 なし 6

25 航空券 6

26 アクティビティ 5

27 「おいしい」が含まれている 5

28 体験が含まれている 5

29 ゆっくり 5

30 ランチ 5

31 地域名 5

32 子連れ 5

33 穴場 5

34 自然 5

35 アクセス 4

36 カフェ 4

37 ごはん 4

38 ひとり旅 4

39 名物 4

40 安い 4

41 旅 4

42 目的地 3

43 あ 3

44 インスタ映え 3

45 「ご飯」が含まれている 3

No 回答 回答数

46 シュノーケリング 3

47 のんびり 3

48 リゾート 3

49 交通 3

50 綺麗な海 3

51 星空 3

52 離島 3

53 遺跡 3

54 歴史 3

55 見どころ 3

56 食 3

57 ディナー 3

58 格安旅行 2

59 「○○市」が含まれている 2

60 Diving 2

61 Good 2

62 うみがめ 2

63 たび 2

64 特になし 2

65 時刻表 2

66 リラックス 2

67 人気 2

68 海綺麗 2

69 史跡 2

70 土地名 2

71 女子旅 2

72 子連れ旅行 2

73 家族 2

74 島 2

75 慶良間諸島 2

76 感動 2

77 映え 2

78 モデルコース 2

79 楽しみ 2

80 子供 2

81 特産品 2

82 癒やし 2

83 県名 2

84 美味しいもの 2

85 美味しい店 2

86 自由 2

87 行き先 2

88 飛行機 2

89 飲食店 2

12．旅行する際に検索するワードを教えてください。（フリー記述）

※回答数１は省略。別途納品データにてご確認ください。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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【総評】
渡嘉敷村の認知度は比較的高い（約77%）ものの、実際の訪問経験者は少数（約21%）です。
この認知度と訪問率のギャップは、大きな潜在的観光市場の存在を示唆しています。
夏季（6月～8月）が最も人気で、次いで春（3月～5月）が好まれています。しかし、季節による偏りが大
きく、オフシーズンの観光客誘致が課題となっています。
2泊3日の滞在が最も人気ですが、3泊4日以上の中期滞在にも一定の需要があります。短期滞在が主流
ですが、滞在期間の延長を促す余地があります。
家族旅行が最も多く、次いで友人、恋人との旅行が人気です。人旅の需要も無視できない割合を示してい
ます。多様な旅行形態に対応できる柔軟性が求められます。
マリンスポーツやダイビングなど、海関連のアクティビティが圧倒的な人気を誇ります。同時に、のんびり過ごすこ
とやホエールウォッチング、グルメなども人気があり、多様なニーズが存在しています。
デジタルプラットフォームの台頭にもかかわらず、紙媒体の旅行ガイドブックが依然として上位を占めていることは
注目に値します。これは、旅行者が信頼性の高い情報源と最新の情報を組み合わせて利用していることを示
しています。

**課題**:
a. 認知度と実際の訪問率のギャップを埋めること。
b. 季節による観光客数の偏りの是正。
c. リピーター率の向上。
d. 長期滞在を促進する施策の開発。
e. 島の環境や文化を保護しつつ、観光産業を発展させるバランスの取れた戦略の構築。

**総括**: 渡嘉敷村は、美しい自然環境と豊富な海洋資源を活かした観光地として高い潜在力を持っ
ています。しかし、その魅力を十分に活かし切れていない面もあります。今後は、既存の強みを活かしつつ、多
様化する観光ニーズに応える柔軟な戦略が求められます。同時に、島の自然環境や文化を保護し、持続可
能な観光地としての発展を目指すことが重要です。適切な戦略と施策の実施により、渡嘉敷村は沖縄を代
表する魅力的な観光地としてさらなる成長を遂げる可能性を秘めています。

【12.「旅行する際に検索するワードを教えてください。」に関するまとめ】
「グルメ」（104回答）と「観光」（101回答）が圧倒的に多く、旅行者の主な関心事であることがわかります。
「海」（51回答）も高い関心を集めており、海辺や島への旅行が人気であることが示唆されています。
「旅行」（42回答）、「おすすめ」「オススメ」（40回答）、「ホテル」（36回答）といった基本的な旅行関連
のキーワードが上位にランクインしています。「沖縄」（30回答）が特定の地名として最も多く挙げられており、
人気の旅行先であることがわかります。 - 「地名」（24回答）も多く、特定の場検索する傾向が見られます。
「ダイビング」（14回答）や「シュノーケル」（9回答）など、海のアクティビティが人気です。 「アクティビティ」
（10回答）自体も検索キーワードとして挙がっています。 「食事」（11回答）、「食べ物」（10回答）、「料
理」（7回答）など、食に関する検索が多く見られます。 「宿」（11回答）も上位にランクインしており、宿泊
施設への関心も高いです。「景色」（13回答）、「絶景」（7回答）、「自然」（5回答）など、美しい風景
や自然を楽しむことへの関心が見られます「楽しい」（12回答）、「体験」（5回答）など、旅行中の感情や
体験を重視する傾向が見られます「格安」（7回答）、「ひとり旅」（4回答）、「女子旅」（2回答）、「家
族」（2回答）など、様々な旅行スタイルや予算に応じた検索が行われています「遺跡」（3回答）、「歴史」
（3回答）、「史跡」（2回答）など、文化的・歴史的な要素への関心も見られます。 「インスタ映え」（3回
答）や「映え」（2回答）など、SNS時代を反映した検索キーワードも見られます。 「時刻表」（2回答）や
「交通」（3回答）など、実用的な情報への需要もあります。 この結果から、旅行者は食事と観光を中心に、
自然体験、アクティビティ、文化体験など多様な要素を組み合わせた旅行を求めていることがわかります。また、
個人の好みや予算に合わせたカスタマイズされた旅行情報を求める傾向も見られます。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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【アンケート集計結果】

No 利用言語 回数 構成比

1 日本語 362 95.8%

2 英語 12 3.2%

3 エスペラント語 1 0.3%

4 ポルトガル語 1 0.3%

5 スペイン語 1 0.3%

6 韓国語 1 0.3%

総計 378 100%

日本語, 

362

英語, 

12

エスペラント語

, 1

ポルトガル語, 

1

スペイン語,

1

韓国語, 

1

英語回答者が少数いることから、一部の外国人も参加していることがわかります。 その他の言語（韓国語、
エスペラント語、スペイン語、ポルトガル語）の回答者が各1名ずつおり、多様性が見られます。少数ながら
国際的な参加も見られ、多様な視点が含まれていることが示唆されています。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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男性, 

36.8%

女性, 

61.1%

答えたくない,

2.1%

１．あなたの性別をお答えください

回答 回答数 構成比

男性 139 36.8%

女性 231 61.1%

答えたくない 8 2.1%

総計 378 100%

3.7%

16.4%

22.5%

28.3%

22.2%

5.6%

1.1%

0.3%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代…

2.あなたの年代をお答えください。

回答 回答数 構成比

10代 14 3.7%

20代 62 16.4%

30代 85 22.5%

40代 107 28.3%

50代 84 22.2%

60代 21 5.6%

70代 4 1.1%

80代以上 1 0.3%

総計 378 100%

【アンケート集計結果】

女性の参加者が男性の約1.7倍となっており、明らかに女性の方が多い。 全体の3分の2近
く（61.1%）が女性参加者である。 男性参加者は全体の3分の1強（36.8%）を占め
ている。 性別を回答しなかった人は少数（2.1%）である。

30代から50代が全体の73%を占めており、中心的な参加層となっている。 40代が最も多く、
全体の約4分の1以上（28.3%）を占めている。 若年層（10代、20代）の参加は比較
的少なく、合計で20.1%。 高齢層（60代以上）の参加も少なく、合計で7%程度。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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0.3%

0.3%

0.3%

0.5%

0.3%

0.5%

3.4%

0.8%

0.3%

0.8%

0.5%

0.5%

2.1%

0.8%

0.3%

0.3%

0.8%

86.2%

1.1%

北海道

宮城県

福島県

茨城県

栃木県

埼玉県

東京都

神奈川県

静岡県

愛知県

三重県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

山口県

福岡県

沖縄県

海外

３．お住まいの都道府県を教えてください。 回答 回答数 構成比

北海道 1 0.3%

宮城県 1 0.3%

福島県 1 0.3%

茨城県 2 0.5%

栃木県 1 0.3%

埼玉県 2 0.5%

東京都 13 3.4%

神奈川県 3 0.8%

静岡県 1 0.3%

愛知県 3 0.8%

三重県 2 0.5%

京都府 2 0.5%

大阪府 8 2.1%

兵庫県 3 0.8%

奈良県 1 0.3%

山口県 1 0.3%

福岡県 3 0.8%

沖縄県 326 86.2%

海外 4 1.1%

総計 378 100%

参加者の大多数が沖縄県在住者で、全体の86.2%を占めている。 沖縄県以外からの参加者は
合計で13.8%（52人）と少数。 海外からの参加者も若干いる（1.1%、4人）。

沖縄県, 

86.2%

県外, 

12.8%

海外, 

1.1%

沖縄県、県外、海外の構成比
沖縄県 県外 海外 総計

回答数 326 48 4 378

構成比 86.2% 12.8% 1.1% 100%

沖縄県以外からの参加者は12.8%（48
人）。 海外からの参加者も若干いる
（1.1%、4人）。離島フェアという事を考
えると、県外、海外からの参加者は増えて
いる。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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5.3%

43.1%

33.6%

11.6%

6.3%

知らない

知っているが、訪れたことはない

知っており、1回～2回訪れたことがある

知っており、３回以上10回未満訪れたこと

知っており、10回以上訪れたことがある

４．あなたは沖縄県の渡嘉敷村「とかしきそん」を知っていますか？

回答 回答数 構成比

知らない 20 5.3%

知っているが、訪れたことはない 163 43.1%

知っており、1回～2回訪れたことがある 127 33.6%

知っており、３回以上10回未満訪れたこと 44 11.6%

知っており、10回以上訪れたことがある 24 6.3%

総計 378 100%

「渡嘉敷村」の認知度は非常に高く、ほとんどの回答者（94.7%）が知っている。 知って
いる人のうち、約半数（54.5%）が実際に訪れた経験がある。
最も多い回答は「知っているが、訪れたことはない」（43.1%）。
「渡嘉敷村」の知名度は非常に高いが、実際の訪問につながっていないケースが多い。
リピーター（3回以上訪問）が全体の17.9%存在し、一定の魅力を感じている人がいる。
10回以上の訪問者（6.3%）は、非常に強い愛着を持っている可能性がある。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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はい, 55.8%

いいえ, 44.2%

５．渡嘉敷村が国立公園に指定されていることを知っていますか？

回答 回答数 構成比

はい 211 55.8%

いいえ 167 44.2%

総計 378 100%

春「3月～5月」, 

27.5%

夏「6月～8月」, 

43.4%

秋「9月～11月」, 

19.0%

冬「12月～2月」, 

10.1%

６．渡嘉敷村を訪れるならいつが良いですか？

回答 回答数 構成比

春「3月～5月」 104 27.5%

夏「6月～8月」 164 43.4%

秋「9月～11月」 72 19.0%

冬「12月～2月」 38 10.1%

総計 378 100%

渡嘉敷村が国立公園に指定されていることを知っている人が過半数を超えている。 しかし、知らな
い人も44.2%と比較的高い割合を占めている。 国立公園指定の認知度は中程度であり、改善
の余地がある。 前の質問で渡嘉敷村自体の認知度が94.7%だったことを考えると、村の知名度
に比べて国立公園指定の認知度が低いと言える。

夏季が最も人気が高く、全体の約43%を占めている。 春季が2番目に人気があり、全体の約
28%を占めている。 夏と春を合わせると、全体の70%以上を占める。 冬季が最も人気が低い。
夏の人気が高いのは、海水浴やマリンアクティビティの適期であることが理由と考えられる。 春の人
気は、温暖な気候と美しい自然、可能性としては桜の季節などが影響している可能性がある。
秋と冬の人気が低いのは、気温の低下や海のアクティビティの制限が関係している可能性がある。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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0.9%

24.0%

42.9%

23.5%

5.2%

0.7%

0.4%

2.4%

渡嘉敷村へは行きたいと思わない

那覇から日帰り

1泊2日

2泊3日

3泊4日以上、1週間（6泊7日）未満

1週間以上、1ヶ月未満

1カ月以上、1年未満

1年以上

７．渡嘉敷村へ旅行するならどれくらい滞在しますか？(複数回答可）

回答 回答数 構成比

渡嘉敷村へは行きたいと思わない 4 0.9%

那覇から日帰り 110 24.0%

1泊2日 197 42.9%

2泊3日 108 23.5%

3泊4日以上、1週間（6泊7日）未満 24 5.2%

1週間以上、1ヶ月未満 3 0.7%

1カ月以上、1年未満 2 0.4%

1年以上 11 2.4%

総計 459 100%

短期滞在（2泊以内）を希望する回答者が大多数（90.4%）を占めている。
1泊2日が最も人気が高く、全体の約43%を占めている。
日帰りと2泊3日の希望者がほぼ同程度で、それぞれ約24%を占めている。
長期滞在（1週間以上）を希望する回答者は少数（3.5%）である。
渡嘉敷村へ行きたくないと回答した人は非常に少数（0.9%）である。
短期滞在の人気が高いのは、渡嘉敷村が近隣の観光地として認識されていることを示唆
している。
1泊2日の人気は、週末利用や連休での訪問を想定している可能性がある。 日帰り希
望者が多いことは、那覇からのアクセスの良さを反映している可能性がある。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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0.6%

50.6%

13.8%

21.1%

9.7%

3.3%

1.0%

訪れたいと思わない

家族

恋人（パートナー）

友達

ひとり

仕事・学校関係者等

その他

８．渡嘉敷村へどなたと訪れたいですか？(複数回答可）

回答 回答数 構成比

訪れたいと思わない 3 0.6%

家族 261 50.6%

恋人（パートナー） 71 13.8%

友達 109 21.1%

ひとり 50 9.7%

仕事・学校関係者等 17 3.3%

その他 5 1.0%

総計 516 100%

家族との旅行希望が圧倒的に多く、全体の半数以上を占めている。
友達との旅行が2番目に人気があり、約5人に1人が希望している。
恋人（パートナー）との旅行も一定の人気がある。
一人旅を希望する人も約10%存在する。
仕事や学校関係者との旅行は比較的少数。
訪れたくないと回答した人は非常に少数。
渡嘉敷村が家族向けの観光地として強く認識されていることが伺える。 友達やカップ
ルでの旅行も人気があり、多様な旅行形態に対応できる可能性がある。 一人旅の
需要も無視できない割合であり、個人旅行者向けのサービスも必要。 仕事や学校
関連の旅行は少数だが、潜在的な成長の余地がある可能性がある。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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11.4%
18.3%

6.3%
2.9%

4.4%
8.0%

11.4%
4.5%

12.5%
6.6%

0.6%
7.2%

3.2%
2.5%

0.2%

ダイビング（体験ダイビング含む）

サイクリング

トレッキング、ハイキング

ホエールウォッチング

ゆっくりorのんびり過ごす

仕事（リゾートバイト等）

キャンプ（グランピング含む）

特にない

９．渡嘉敷村で体験してみたい事は何ですか？（複数回答可）

回答 回答数 構成比

ダイビング（体験ダイビング含む） 119 11.4%

マリンスポーツ、シュノーケリング、海水浴 191 18.3%

サイクリング 66 6.3%

マラソン（とかしきマラソン含む） 30 2.9%

トレッキング、ハイキング 46 4.4%

集落散策 84 8.0%

ホエールウォッチング 119 11.4%

釣り 47 4.5%

ゆっくりorのんびり過ごす 131 12.5%

祭り（とかしきまつり、大綱引き等） 69 6.6%

仕事（リゾートバイト等） 6 0.6%

グルメ（飲食店巡り） 75 7.2%

キャンプ（グランピング含む） 33 3.2%

渡嘉敷村民との交流 26 2.5%

特にない 2 0.2%

総計 1044 100%

海関連のアクティビティが非常に人気が高い。 アクティブな体験と静かにリラックスする体験の両方
に需要がある。 自然観察（ホエールウォッチング）も大きな魅力となっている。 文化的な体験
（祭り、村民との交流）にも一定の需要がある。 渡嘉敷村の海の魅力が最大の観光資源と
なっている。 多様なニーズに対応できる観光地としての可能性がある。 アクティブな体験と静かな
滞在の両立が求められている。 地域の文化や生活に触れる体験にも関心がある。
この結果は、渡嘉敷村が多様な観光体験を提供できる可能性を示しています。海を中心とした
アクティビティの充実と、ゆっくりと過ごせる環境の整備のバランスを取ることで、より幅広い観光客
のニーズに応えられる観光地となる可能性があります。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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32.9%

4.5%

14.2%

9.1%

27.0%

11.2%

1.2%

Instagram

TikTok

X(旧Twitter)

Facebook

LINE

YouTube

その他

10.普段ご利用のSNSを教えてください。（複数回答可）

回答 回答数 構成比

Instagram 256 32.9%

TikTok 35 4.5%

X(旧Twitter) 111 14.2%

Facebook 71 9.1%

LINE 210 27.0%

YouTube 87 11.2%

その他 9 1.2%

総計 779 100%

上位2つのSNS（InstagramとLINE）で全体の約60%を占めており、
これらが特に人気があることがわかります。
動画共有プラットフォームであるYouTubeとTikTokを合わせると15.7%
となり、一定の需要があります。
従来からあるFacebookの利用率は比較的低く、新しいプラットフォームに
利用者が移行している可能性があります。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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13.4%

3.1%

3.4%

1.4%

19.5%

2.7%

5.8%

3.9%

3.0%

7.6%

12.7%

3.9%

9.5%

5.6%

1.5%

3.1%

1.るるぶ

2.ことりっぷ

3.地球の歩き方

1-3以外の旅行雑誌

Instagram

TikTok

X(旧Twitter)

Facebook

LINE

YouTube

ウェブ検索(Yahoo!/Google)

TV番組

観光協会のホームページ

友達達の口コミ

インフルエンサーの紹介

その他

11.旅行する際に参考にするものを教えてください。（複数回答可）

回答 回答数 構成比

1.るるぶ 108 13.4%

2.ことりっぷ 25 3.1%

3.地球の歩き方 27 3.4%

1-3以外の旅行雑誌 11 1.4%

Instagram 157 19.5%

TikTok 22 2.7%

X(旧Twitter) 47 5.8%

Facebook 31 3.9%

LINE 24 3.0%

YouTube 61 7.6%

ウェブ検索(Yahoo!/Google) 102 12.7%

TV番組 31 3.9%

観光協会のホームページ 76 9.5%

友達達の口コミ 45 5.6%

インフルエンサーの紹介 12 1.5%

その他 25 3.1%

総計 804 100%

Instagram (19.5%)が最も高い割合を示しており、視覚的な情報が旅行計画に大きな影響を与え
ていることがわかります。
ウェブ検索（Yahoo!/Google）(12.7%)も高い割合を占めており、一般的な情報収集手段として
重要です。
YouTube (7.6%)、X（旧Twitter）(5.8%)、Facebook (3.9%)など、他のソーシャルメディア
プラットフォームも重要な情報源となっています。
るるぶ (13.4%)が高い割合を示しており、従来の旅行ガイドブックが依然として重要な情報源であるこ
とがわかります。
TV番組 (3.9%)も一定の影響力を持っています。
観光協会のホームページ (9.5%)が比較的高い割合を占めており、信頼性の高い公式情報への需
要が見られます。
友達達の口コミ (5.6%)が一定の割合を占めており、個人的な推薦や経験談が重視されていること
がわかります。
TikTok (2.7%)は比較的低い割合ですが、新しいプラットフォームとして旅行情報源に含まれていま
す。
ことりっぷ (3.1%)や地球の歩き方 (3.4%)など、特定の旅行ガイドシリーズも一定の支持を得ていま
す。インフルエンサーの紹介 (1.5%)は比較的低い割合ですが、新しいマーケティング手法として認識さ
れています。
回答者は複数の情報源を組み合わせて利用していることが推測されます。
デジタルプラットフォーム（Instagram、ウェブ検索など）と従来型メディア（るるぶ、TV番組）の両方
が重要視されています。
この結果から、旅行者は多様な情報源を活用しており、特にビジュアル重視のソーシャルメディアと従来
の信頼性の高い情報源を組み合わせて旅行計画を立てる傾向があることがわかります。また、公式情
報と個人の経験談のバランスを取りながら情報を収集していることも示唆されています。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●離島フェア2024

回答 回答数 ％

1. グルメ 39 11.5%

2. 海 26 7.6%

3. おすすめ/オススメ 18 5.3%

4. 渡嘉敷/渡嘉敷島/渡嘉敷村 16 4.7%

5. 観光 14 4.1%

6. ホテル 13 3.8%

7. 沖縄/沖縄県 10 2.9%

8. 食べ物 9 2.6%

9. 宿/宿泊 9 2.6%

10. 自然 7 2.1%

11. 観光スポット 7 2.1%

12. 食事 6 1.8%

13. 離島 6 1.8%

14. 安い/格安 6 1.8%

15. 旅/旅行 6 1.8%

16. シュノーケル/シュノーケリング 5 1.5%

17. ダイビング 5 1.5%

18. レンタカー 5 1.5%

19. 子供/子連れ 5 1.5%

20. 楽しい 5 1.5%

21. 行ってみたい 5 1.5%

22. 家族 4 1.2%

23. 綺麗/キレイ 3 0.9%

24. リラックス/のんびり 3 0.9%

25. イベント 3 0.9%

26. ビーチ 3 0.9%

回答 回答数 ％

27. 美味しい 3 0.9%

28. 観光地 3 0.9%

29. 星/星空 3 0.9%

30. アクティビティ 3 0.9%

31. 景色/絶景 3 0.9%

32. ランチ 3 0.9%

33. お土産 2 0.6%

34. カフェ 2 0.6%

35. ご飯 2 0.6%

36. マリンスポーツ 2 0.6%

37. 居酒屋 2 0.6%

38. 慶良間/慶良間諸島 2 0.6%

39. 釣り 2 0.6%

40. 交通/アクセス 2 0.6%

41. フェリー 2 0.6%

42. クジラ/ホエールウォッチング 2 0.6%

43. 歴史 2 0.6%

44. 人気 2 0.6%

45. 地元 2 0.6%

46. 子供と遊べる 2 0.6%

47. 宿泊施設 2 0.6%

48. 料金/費用 2 0.6%

49. 飛行機 2 0.6%

50. 映え/フォトジェニック 2 0.6%

51. ゆっくり 2 0.6%

52. 体験 2 0.6%

53. 遊び 2 0.6%

※１回以上は省略。納品するデータにてご確認お願い致します。

Q12：旅行する際に検索するワードを教えてください。（フリー記述）

「グルメ」が最も多い回答（11.5%）で、「食べ物」「食事」なども上位に入っています。 「観
光」「観光スポット」「観光地」など、観光に関するワードも多く見られます。 「海」が2番目に多
い回答（7.6%）です。 - 「自然」「ビーチ」「星/星空」「景色/絶景」などの自然関連のワー
ドが多く挙がっています。「渡嘉敷/渡嘉敷島/渡嘉敷村」「シュノーケル/シュノーケリング」「ダイ
ビング」など、マリンアクティビティに関する回答が目立ちます。 「アクティビティ」「体験」「遊び」な
ども挙がっています。「ホテル」「宿/宿泊」「宿泊施設」などが上位に入っています。 「沖縄/沖
縄県」「離島」「地元」など、地域の特徴に関するワードが見られます。 実用的な情報への「お
すすめ/オススメ」「安い/格安」「交通/アクセス」「フェリー」「レンタカー」など、旅行の計画や実
行に必要な情報に関するワードが挙がっています。 「子供/子連れ」「家族」「子供と遊べる」な
どの回答から、家族での旅行を考えている人が一定数いることがわかります。 「楽しい」「行って
みたい」「体験」「思い出/フォトジェニック」などの回答から、旅行での体験や思い出作りを重視
する傾向が見られます。 これらの結果から、離島旅行を考える人々は、食事や観光、海や自
然を楽しむアクティビティ、宿泊施設など、幅広い情報を求めていることがわかります。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●離島フェア2024
【総評】
渡嘉敷村の認知度は非常に高い（94.7%）が、国立公園指定の認知度はやや低い（55.8%）。
夏季（6月～8月）が最も人気の訪問時期（43.4%）。 海関連のアクティビティ（マリンスポーツ、ダ
イビング等）が最大の魅力。 アクティブな体験（マリンスポーツ等）とリラックスした滞在（のんびり過ご
す）の両方に需要がある。 自然観察（ホエールウォッチング）や文化体験（祭り、村民との交流）に
も一定の関心がある。

**課題**:
a. 夏季への観光集中の緩和と、オフシーズンの魅力向上
b. 国立公園指定の認知度向上による付加価値の創出
c. 短期滞在から中長期滞在へのシフトの促進
d. 家族連れ以外の観光客（カップル、一人旅等）の誘致強化
e. 国立公園指定のPR強化
f. 多様な魅力（アクティビティ、自然、文化等）の効果的な発信
g. SNSを活用した口コミ拡散の促進

**総括**:渡嘉敷村は、豊かな自然環境と多様な観光資源を持つ魅力的な観光地としての潜在
力を秘めています。これらの強みを活かしつつ、課題に対応することで、より多くの観光客を惹きつけ、持
続可能な観光地としての発展が期待できます。特に、家族連れを中心としつつも多様な旅行者のニー
ズに応える柔軟性、そして自然環境の保護と観光振興のバランスを取ることが重要になるでしょう。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマラソン

【アンケート集計】

No 利用言語 回数 構成比

1 日本語 18 94.7%

2 英語 1 5.3%

総計 19 100%

日本語, 

18

英語, 

1

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマラソン

女性, 

11, 58%

男性, 

8, 42%

Q1：あなたの性別をお答えください。

回答 回答数 構成比

女性 11 57.9%

男性 8 42.1%

総計 19 100%

回答 回答数 構成比

20代 1 5.3%

30代 3 15.8%

40代 8 42.1%

50代 5 26.3%

60代 2 10.5%

総計 19 100%

5.3%

15.8%

42.1%

26.3%

10.5%

20代

30代

40代

50代

60代

Q2：あなたの年代をお答えください。

【アンケート集計】

女性が過半数を占めており、全体の58%を構成しています。 男性は42%で、女性よりや
や少ない割合となっています。 男女比はほぼ均等に近いですが、若干女性の方が多いです。

40代が最も多く、全体の42.1%を占めています。これは回答者の約5人に2人が40代であるこ
とを示しています。 次に多いのは50代で26.3%です。 30代が15.8%で3番目に多い年代と
なっています。 60代と20代は比較的少なく、それぞれ10.5%と5.3%です。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマラソン

5.3%

5.3%

5.3%

5.3%

5.3%

5.3%

63.2%

5.3%

茨城県

東京都

神奈川県

静岡県

大阪府

兵庫県

沖縄県

海外

Q3：お住まいの都道府県を教えてください。

回答 回答数 ％

茨城県 1 5.3%

東京都 1 5.3%

神奈川県 1 5.3%

静岡県 1 5.3%

大阪府 1 5.3%

兵庫県 1 5.3%

沖縄県 12 63.2%

海外 1 5.3%

総計 19 100%

沖縄県: 63.2% 。その他の地域（茨城県、東京都、神奈川県、静岡県、大阪
府、兵庫県、海外）各5.3% 。沖縄県が圧倒的多数を占めており、全体の
63.2%の回答者が沖縄県在住です。 他の地域はすべて同じ割合（5.3%）で、
均等に分布しています。 回答者の居住地は、沖縄を除いて関東地方（茨城県、
東京都、神奈川県）、中部地方（静岡県）、関西地方（大阪府、兵庫県）
に分散しています。

沖縄県

63.2%

県外

31.6%

海外

5.3%

沖縄県・県外・海外比率

回答数 %

沖縄県 12 63.2%

県外 6 31.6%

海外 1 5.3%

総計 19 100%

沖縄県からの参加者が最も多く、全体の約3分の2（63.2%）を占めています。
県外からの参加者も相当数おり、全体の約3分の1（31.6%）を占めています。
海外からの参加者は少数（5.3%）ですが、国際的な参加があることを示して
います。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマラソン

回答 回答数 ％

知っているが、訪れたことはない 1 5.3%

知っており、1回～2回訪れたことがある 11 57.9%

知っており、10回以上訪れたことがある 4 21.1%

知っており、３回以上10回未満訪れた 3 15.8%

総計 19 100%

5.3%

57.9%

21.1%

15.8%

知っているが、訪れたことはない

知っており、1回～2回訪れたことがある

知っており、10回以上訪れたことがある

知っており、３回以上10回未満訪れた

Q4：あなたは沖縄県の渡嘉敷村「とかしきそん」を知っていますか？

全ての回答者が渡嘉敷村を知っています。マラソン参加者は既に渡嘉敷村を
知っている可能性が高いため、一般的な認知度とは異なる可能性があります。
大多数（94.7%）の回答者が渡嘉敷村を訪れた経験があります。
最も多い回答は1～2回の訪問で、半数以上（57.9%）を占めています。
少なくとも1回は訪れた人が94.7%と非常に高い割合を示しています。
リピーター（3回以上訪れた人）の割合も36.9%（15.8% + 21.1%）と
比較的高いです。
10回以上の常連と言える訪問者も21.1%存在し、かなりの固定ファンがいるこ
とが分かります。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマラソン

はい, 16, 84%

いいえ, 3, 16%

Q5：渡嘉敷村が国立公園に指定されていることを知っていますか？

回答 回答数 ％

はい 16 84.2%

いいえ 3 15.8%

総計 19 100%

春「3月～5月」,

6, 32%

夏「6月～8月」, 

8, 42%

冬「12月～2月」, 

5, 26%

Q6：渡嘉敷村を訪れるならいつが良いですか？

回答 回答数 ％

春「3月～5月」 6 31.6%

夏「6月～8月」 8 42.1%

冬「12月～2月」 5 26.3%

総計 19 100%

大多数の回答者（84%）が渡嘉敷村の国立公園指定を認識しています。 少数（16%）
の回答者がこの事実を知りませんでした。 渡嘉敷村の国立公園指定に関する認知度が非常に
高いことがわかります。 - この高い認知度は、国立公園指定が渡嘉敷村の重要な特徴や魅力
の一つとして効果的に広報されている可能性を示唆しています。 マラソン参加者を対象としたア
ンケートであることを考慮すると、参加者が事前に渡嘉敷村についてべた可能性も高く、それが高
い認知度につながっている可能性があります。

夏が最も人気の訪問時期で、全体の42%を占めています。 春が2番目に人気で32%、冬が3
番目で26%です。秋を選択した回答者はいませんでした。 夏（最多）: 海水浴やマリンアク
ティビティが楽しめる時期であり、最も人気があるのは理解できます。 春（2位）: 気候が穏やか
で過ごしやすい時期であり、花見などの自然を楽しむイベントがある可能性があります。 冬（3
位）: 沖縄の温暖な気候を楽しむために本土から訪れる人が多い可能性があります。また、とか
しきマラソンが冬に開催されることも影響しているかもしれません。 秋（回答なし）: 台風シーズ
ンと重なる可能性があり、観光には不向きと考えられているかもしれません。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマラソン

4.8%

47.6%

38.1%

4.8%

4.8%

那覇から日帰り

1泊2日

2泊3日

3泊4日以上、1週間（6泊7日）未満

1年以上

Q7：渡嘉敷村へ旅行するならどれくらい滞在しますか？(複数回答可）

回答 回答数 ％

那覇から日帰り 1 4.8%

1泊2日 10 47.6%

2泊3日 8 38.1%

3泊4日以上、1週間（6泊7日）未満 1 4.8%

1年以上 1 4.8%

総計 21 100%

短期滞在（1泊2日と2泊3日）が圧倒的多数を占め、合計で85.7%になります。 1泊2
日が最も人気で、全体の約半数（47.6%）を占めています。 長期滞在（3泊4日以
上）や日帰り、超長期滞在（1年以上）は少数派です。 1～2泊の短期滞在が主流であ
り、週末利用や短期休暇での訪問が多いことが推測されます。 3泊4日以上の滞在は比較
的少なく、渡嘉敷村が長期滞在型の観光地としては認識されていない可能性があります。
那覇からの日帰りも選択肢として存在しており、アクセスの良さを示唆しています。
超長期滞在: 1年以上という回答もあり、移住や長期滞在プログラムの存在を示唆している
可能性があります。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマラソン

34.4%

15.6%

34.4%

15.6%

家族

恋人（パートナー）

友達

ひとり

Q8：渡嘉敷村へどなたと訪れたいですか？(複数回答可）

回答 回答数 ％

家族 11 34.4%

恋人（パートナー） 5 15.6%

友達 11 34.4%

ひとり 5 15.6%

総計 32 100%

家族と友達が同率で最も高く、それぞれ34.4%を占めています。 恋人（パートナー）と
ひとりでの訪問も同率で、それぞれ15.6%です。 全ての選択肢が選ばれており、多様な
訪問スタイルが存在することを示しています。 家族との訪問が高い割合を示していることか
ら、渡嘉敷村が家族向けの観光地として認識されている可能性があります。これは、安全
性や多様なアクティビティの存在を示唆しています。 友達との訪問も同様に高い割合を示
しており、グループ旅行や社交的な観光地としての魅力があることが推測されます。 恋人
やパートナーとの訪問も一定の割合を占めており、ロマンチックな雰囲気や二人で楽しめる
アクティビティがあることを示唆しています。 ひとりでの訪問を選択した回答者も同程度おり、
静かな環境や自然を楽しみたい個人旅行者にも魅力的な場所であることが分かります。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマラソン

15.2%

13.9%

3.8%

10.1%

5.1%

3.8%

11.4%

8.9%

7.6%

6.3%

1.3%

5.1%

7.6%

ダイビング（体験ダイビング含む）

マリンスポーツ、シュノーケリング、海水浴

サイクリング

マラソン（とかしきマラソン含む）

トレッキング、ハイキング

集落散策

ホエールウォッチング

釣り

ゆっくりorのんびり過ごす

祭り（とかしきまつり、大綱引き等）

グルメ（飲食店巡り）

キャンプ（グランピング含む）

渡嘉敷村民との交流

Q9：渡嘉敷村で体験してみたい事は何ですか？（複数回答可）

回答 回答数 ％

ダイビング（体験ダイビング含む） 12 15.2%
マリンスポーツ、シュノーケリング、海水浴 11 13.9%
サイクリング 3 3.8%
マラソン（とかしきマラソン含む） 8 10.1%
トレッキング、ハイキング 4 5.1%
集落散策 3 3.8%
ホエールウォッチング 9 11.4%
釣り 7 8.9%
ゆっくりorのんびり過ごす 6 7.6%
祭り（とかしきまつり、大綱引き等） 5 6.3%
グルメ（飲食店巡り） 1 1.3%
キャンプ（グランピング含む） 4 5.1%
渡嘉敷村民との交流 6 7.6%

総計 79 100%

海関連のアクティビティ（ダイビング、マリンスポーツ等）が上位を占めています。 アクティブな体
験（マラソン、トレッキング等）と静かな体験（ゆっくり過ごす、集落散策等）の両方が選択
されています。 地域との交流（村民との交流、祭り）も一定の人気があります。 海のアクティ
ビティ: 合計で約38%（ダイビング、マリンスポーツ、釣り）と最も人気があります。 自然観
察: ホエールウォッチングが11.4%で3位に入っており、自然体験への関心が高いです。 ス
ポーツ: マラソンが10.1%で4位、その他にもサイクリングやトレッキングがあり、スポーツ愛好家
にも人気です。 -文化体験: 祭りや村民との交流が合わせて約14%を占め、地域文化への
関心も高いです。リラックス: ゆっくり過ごすという選択肢も7.6%あり、静かな休暇を求める層
も存在します。渡嘉敷村が海のアクティビティを中心としつつ、多様な体験を提供できる観光
地であることが示唆されています。 自然体験と文化体験の両方に関心があり、総合的な観光
地としての魅力があります。 アクティブな体験とリラックスした体験の両方が求められており、多
様なニーズに対応できる可能性があります。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマラソン

30.2%

2.3%

4.7%

11.6%

32.6%

18.6%

Instagram

TikTok

X(旧Twitter)

Facebook

LINE

YouTube

10.普段ご利用のSNSを教えてください。（複数回答可）

回答 回答数 ％

Instagram 13 30.2%

TikTok 1 2.3%

X(旧Twitter) 2 4.7%

Facebook 5 11.6%

LINE 14 32.6%

YouTube 8 18.6%

総計 43 100%

LINEとInstagramが他を大きく引き離して上位を占めています。 YouTubeが3位で、動
画コンテンツの人気も高いです。 FacebookやX(旧Twitter)の利用率は比較的低めです。
TikTokの利用率が最も低くなっています。 LINE (32.6%): 日本で最も人気のあるメッ
セージングアプリで、コミュニケーションツールとしての利用が主と考えられます。 - Instagram 
(30.2%): 写真や短い動画の共有に特化したプラットフォームで、視覚的なコンテンツの人
気が高いことを示しています。 YouTube (18.6%): 動画コンテンツの視聴が一定の人気
を持っていることがわかります。 Facebook (11.6%): 他国と比べると利用率が低めです
が、一定のユーザー基盤があります。 X(旧Twitter) (4.7%): 短文での情報共有プラット
フォームですが、この調査では比較的低い利用率となっています。TikTok (2.3%): 短い
動画共有アプリですが、この調査対象者の間では最も低い利用率です。 LINEと
Instagramの高い利用率は、日本のSNS利用傾向と一致しています。YouTubeの比較
的高い利用率は、動画コンテンツの需要の高さを示しています。 TikTokの低い利用率は、
調査対象者の年齢層が比較的高いことを示唆している可能性があります。
渡嘉敷村の観光プロモーションは、LINEとInstagramを中心に展開するのが効果的かもし
れません。 YouTubeを活用した動画コンテンツの制作も検討の余地があります。
FacebookやX(旧Twitter)は補助的な役割として活用できるでしょう。 TikTokは現時点
では優先度が低いかもしれませんが、若年層をターゲットにする場合は考慮する必要があり
ます。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマラソン

15.2%

4.3%

2.2%

2.2%

15.2%

2.2%

6.5%

2.2%

8.7%

10.9%

6.5%

15.2%

8.7%

1.るるぶ

2.ことりっぷ

3.地球の歩き方

1-3以外の旅行雑誌

Instagram

TikTok

Facebook

LINE

YouTube

ウェブ検索(Yahoo!/Google)

TV番組

観光協会のホームページ

友達の口コミ

Q11：旅行する際に参考にするものを教えてください。（複数回答可）

回答 回答数 ％

1.るるぶ 7 15.2%

2.ことりっぷ 2 4.3%

3.地球の歩き方 1 2.2%

1-3以外の旅行雑誌 1 2.2%

Instagram 7 15.2%

TikTok 1 2.2%

Facebook 3 6.5%

LINE 1 2.2%

YouTube 4 8.7%

ウェブ検索
(Yahoo!/Google) 5 10.9%

TV番組 3 6.5%

観光協会のホームページ 7 15.2%

友達の口コミ 4 8.7%

総計 46 100%

伝統的な旅行ガイド（るるぶ）、SNS（Instagram）、公式情報源（観光協会のHP）が同
率で最も高い利用率を示しています。 デジタルとアナログの情報源が混在しており、多様な情報収
集方法が使われています。
ウェブ検索も高い利用率を示しており、オンライン情報の重要性が伺えます。
るるぶ(15.2%)、ことりっぷ(4.3%)、地球の歩き方(2.2%)など、合計で21.7%と高い割合を占
めています。
Instagram(15.2%)、YouTube(8.7%)、Facebook(6.5%)など、合計で32.6%と最も高
い割合です。
観光協会のHP(15.2%)が高い利用率を示しています。 ウェブ検索(10.9%)も重要な情報源と
なっています。
友達の口コミ(8.7%)も無視できない割合です。 TV番組(6.5%)も一定の影響力を持っています。
情報源が多様化しており、旅行者は複数の情報源を組み合わせて旅行計画を立てている傾向が
見られます。 デジタル情報源（SNS、ウェブ検索、公式HP）の合計が高く、オンライン上での情報
発信の重要性が高まっています。 伝統的な旅行ガイドブックも依然として重要な役割を果たしてい
ます。 視覚的な情報（Instagram、YouTube）への依存度が高く、画像や動画による情報発
信の効果が大きいことが示唆されています。 多様な情報チャネルを活用した統合的なマーケティング
戦略が効果的です。 InstagramやYouTubeなどの視覚的プラットフォームでの魅力的なコンテン
ツ制作が重要です。 観光協会のホームページの充実と、検索エンジン最適化（SEO）が必要で
す。 伝統的な旅行ガイドブックへの情報提供も継続して行うべきです。 口コミを促進するための戦
略（例：SNSでの共有キャンペーンなど）も検討する価値があります。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマラソン

回答 回答数 ％

1. グルメ 3 10.0%

2. 観光 3 10.0%

3. お酒 2 6.7%

4. 飲食 1 3.3%

5. アクティブ 1 3.3%

6. イベント情報 1 3.3%

7. のんびり 1 3.3%

8. プライベートビーチ 1 3.3%

9. レジャー 1 3.3%

10. レンタカー 1 3.3%

11. 温泉 1 3.3%

12. 海 1 3.3%

13. 楽しい 1 3.3%

14. 観光ラン 1 3.3%

15. 居酒屋 1 3.3%

16. 景色 1 3.3%

17. 最新 1 3.3%

18. 自然 1 3.3%

19. 宿泊 1 3.3%

20. 昼飲み 1 3.3%

21. 地名 1 3.3%

22. 離島 1 3.3%

23. 渡嘉敷 1 3.3%

24. 沖縄 1 3.3%

25. 歴史 1 3.3%

Q12：旅行する際に検索するワードを教えてください。（フリー記述）

※１回以上は省略。納品するデータにてご確認お願い致します。

「グルメ」と「観光」が同率で最も多く（各10%）、食と観光が主要な関心事であることが分か
ります。 「お酒」が次に多く（6.7%）、飲食関連の重要性が再確認されます。
食事関連のワードが多く、旅行者にとって食が重要な要素であることが示唆されています。
自然や景観に関するワードも多く、渡嘉敷村の自然の魅力が注目されていることが分かります。
アクティビティと静養（のんびり）の両方が挙げられており、多様なニーズがあることが示されてい
ます。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマラソン

【総評】
渡嘉敷村は、海のアクティビティから文化体験、自然観察、グルメまで、幅広い観光ニーズに応えら
れる潜在力を持っています。特に、ダイビングやマリンスポーツ、ホエールウォッチングなどの海関連のア
クティビティが人気であり、同時に地域の文化や自然を楽しむニーズも高いことが分かりました。
1泊2日や2泊3日の短期滞在が主流ですが、日帰りから長期滞在まで多様な滞在パターンが見ら
れます。これは、渡嘉敷村が様々な旅行スタイルに対応できることを示しています。
家族連れや友人グループ、カップル、ソロ旅行者など、幅広い層の訪問者が興味を示しています。こ
れは、渡嘉敷村が多様な旅行者のニーズに応えられる観光地であることを示唆しています。 SNS
（特にInstagramとLINE）、旅行ガイドブック、公式ウェブサイト、口コミなど、多様な情報源が
利用されています。特に、視覚的なコンテンツ（InstagramやYouTube）の影響力が大きいこと
が分かりました。 グルメ、観光、自然、アクティビティなど、多岐にわたるキーワードが使用されており、
渡嘉敷村の多面的な魅力が反映されています。 一度訪れた人の多くがリピーターとなる傾向が見
られ、渡嘉敷村の魅力の高さを示しています。

**課題**:
a. 多様な情報チャネルを活用した統合的なマーケティング戦略の必要性
b. 視覚的に魅力的なコンテンツ制作の重要性
c. 自然、文化、アクティビティ、グルメなど、多面的な魅力のバランスの取れたプロモーション
d. SEO戦略における地域特性と一般的な旅行キーワードの組み合わせ

**総括**: 渡嘉敷村は、その多様な魅力と高いリピーター率を活かし、さらなる観光振興の可
能性を秘めています。特に、持続可能な観光の観点から、自然保護と観光振興のバランスを取りつ
つ、地域の特性を活かした独自の観光体験を提供することで、より魅力的な観光地としての地位を
確立できる可能性があります。 この調査結果は、渡嘉敷村の観光戦略立案に貴重な洞察を提
供しています。これらの知見を活用し、地域の強みを活かしつつ、課題に対応することで、より魅力
的で持続可能な観光地づくりが期待できます。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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【アンケート集計】

日本語, 

199

英語, 

21

中国語, 8

韓国語, 

2

No 利用言語 回数 構成比

1 日本語 199 86.5%

2 英語 21 9.1%

3 中国語 8 3.5%

4 韓国語 2 0.9%

総計 230 100%

●とかしきマルシェ2025 in Depot Island

日本語話者が全体の86.5%を占め、圧倒的多数です。英語話者が次いで9.1%、中国語話者が
3.5%、韓国語話者が0.9%となっています。英語、中国語、韓国語の回答者も少数いることから、国際
的な要素も含んでいる可能性があります。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマルシェ2025 in Depot Island

【アンケート集計】

女性, 

136, 58%

男性,

98, 42%

Q1：あなたの性別をお答えください。

回答 回答数 ％

女性 136 57.90%

男性 98 42.10%

総計 234 100%

5.9%

27.1%

22.9%

21.2%

13.1%

8.9%

0.4%

0.4%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

Q2：あなたの年代をお答えください。

回答 回答数 ％

10代 14 5.93%

20代 64 27.1%

30代 54 22.9%

40代 50 21.2%

50代 31 13.1%

60代 21 8.9%

70代 1 0.42%

80代以上 1 0.42%

総計 236 100%

女性の回答者が男性よりも多く、全体の過半数を占めています。
男女比はおよそ6:4で、女性がやや優勢です。

回答者の大半（71.2%）が20代から40代に集中している。
若年層（10代）と高齢層（70代以上）の回答者が少ない。
50代以上の回答者は全体の約22.8%を占める。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマルシェ2025 in Depot Island

【アンケート集計】

0.8%

2.1%

0.8%

1.3%

0.4%

2.5%

11.4%

4.2%

3.4%

1.3%

3.4%

3.8%

2.5%

3.0%

0.4%

2.5%

0.8%

0.4%

0.4%

0.8%

0.8%

1.7%

42.8%

8.1%

北海道

宮城県

福島県

茨城県

栃木県

埼玉県

東京都

神奈川県

愛知県

京都府

大阪府

兵庫県

山口県

福岡県

福井県

千葉県

秋田県

滋賀県

広島県

熊本県

岐阜県

愛媛県

沖縄県

海外

Q3：お住まいの都道府県を教えてください。
回答 回答数 ％

北海道 2 0.8%

宮城県 5 2.1%

福島県 2 0.8%

茨城県 3 1.3%

栃木県 1 0.4%

埼玉県 6 2.5%

東京都 27 11.4%

神奈川県 10 4.2%

愛知県 8 3.4%

京都府 3 1.3%

大阪府 8 3.4%

兵庫県 9 3.8%

山口県 6 2.5%

福岡県 7 3.0%

福井県 1 0.4%

千葉県 6 2.5%

秋田県 2 0.8%

滋賀県 1 0.4%

広島県 1 0.4%

熊本県 2 0.8%

岐阜県 2 0.8%

愛媛県 4 1.7%

沖縄県 101 42.8%

海外 19 8.1%

総計 236 100%

合計 ％
沖縄県 101 42.8%
県外 116 49.2%
海外 19 8.1%

総計 236 100%

沖縄県が圧倒的に多く、42.8%（101人）を占めている 東
京都が2番目に多く、11.4%（27人） 海外在住者が3番
目に多く、8.1%（19人） その他の都道府県は比較的少
数の回答者。
沖縄県を除く都道府県では、大都市圏（東京、神奈川、愛
知、大阪、兵庫）からの回答が比較的多い。地方からの回
答は少数だが、広範囲にわたっている。

沖縄県

42.8%

県外

49.2%

海外

8.1%

沖縄県・県外・海外比率

沖縄県からの回答が最も多く、全体の42.8%を占めていま
す。 県外からの回答が49.2%と、沖縄県よりもわずかに多い
です。 海外からの回答は8.1%と、他の2つの地域に比べて
少ないです。国際的な参加も見られ、多様な視点が含まれ
ていることが示唆されています。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマルシェ2025 in Depot Island

【アンケート集計】

31.8%

39.4%

16.5%

3.8%

8.5%

知らない

知っているが、訪れたことはない

知っており、1回～2回訪れたことがある

知っており、10回以上訪れたことがある

知っており、３回以上10回以上訪れた

Q4：あなたは沖縄県の渡嘉敷村「とかしきそん」を知っていますか？

回答 回答数 ％

知らない 75 31.8%

知っているが、訪れたことはない 93 39.4%

知っており、1回～2回訪れたことがある 39 16.5%

知っており、10回以上訪れたことがある 9 3.8%

知っており、３回以上10回以上訪れた 20 8.5%

総計 236 100%

渡嘉敷村を知っている人の割合は合計で68.2%（31.8%が「知らない」と回答）。
「知っているが、訪れたことはない」が最も多く39.4%。
認知度は比較的高いが、実際に訪れた人は全体の約3割程度。
リピーター率（3回以上訪れた人）は12.3%で、一定のファンが存在する。
「知っているが、訪れたことはない」が39.4%と最も多く、潜在的な観光客層が大きい。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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はい, 25.8%

いいえ, 74.2%

Q5：渡嘉敷村が国立公園に指定されていることを知っていますか？

●とかしきマルシェ2025 in Depot Island

【アンケート集計】

回答 回答数 ％

はい 61 25.8%

いいえ 175 74.2%

総計 236 100%

約4分の1（25.8%）の回答者が渡嘉敷村の国立公園指定を認知している。
大多数（74.2%）の回答者は、この事実を知らない。
渡嘉敷村の国立公園指定に関する認知度は全体的に低い。
この結果は、国立公園指定が渡嘉敷村の観光PRや地域ブランディングに十分活用されていな
い可能性を示唆している。

春「3月～5月」, 

31.4%

夏「6月～8月」, 

45.8%

秋「9月～11月」, 

17.4%

冬「12月～2月」, 

5.5%

Q6：渡嘉敷村を訪れるならいつが良いですか？

回答 回答数 ％

春「3月～5月」 74 31.4%

夏「6月～8月」 108 45.8%

秋「9月～11月」 41 17.4%

冬「12月～2月」 13 5.5%

総計 236 100%

夏季が最も人気が高く、全体の約半数（45.8%）を占めています。 春季が2番目に人気があり、
約3分の1（31.4%）の支持を得ています。 秋季は比較的少数（17.4%）ですが、一定の
支持があります。 冬季は最も人気が低く、わずか5.5%の支持にとどまっています。
夏の人気が高いのは、海水浴やマリンアクティビティの季節であることが主な理由と推測されます。
春の人気も高く、これは温暖な気候と花の季節であることが影響していると考えられます。 秋は比
穏やかな気候で、観光には適していますが、夏や春ほどの人気はありません。 冬の人気が低いの
は、気温の低下や海のアクティビティが制限されることが原因と思われます。春季も重要な観光
シーズンとして、特色あるイベントや観光プランの開発が有効かもしれません。 オフシーズン（特に
冬）の観光促進策を検討し、年間を通じた観光客の平準化を図ることが重要と考えられます。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマルシェ2025 in Depot Island

【アンケート集計】

1.1%

26.3%

42.3%

19.0%

10.6%

0.4%

0.4%

渡嘉敷村へは行きたいと思わない

那覇から日帰り

1泊2日

2泊3日

3泊4日以上、1週間（6泊7日）未満

１か月以上１年未満

１年以上

Q7：渡嘉敷村へ旅行するならどれくらい滞在しますか？(複数回答可）

回答 回答数 ％

渡嘉敷村へは行きたいと思わない 3 1.1%

那覇から日帰り 72 26.3%

1泊2日 116 42.3%

2泊3日 52 19.0%

3泊4日以上、1週間（6泊7日）未満 29 10.6%

１か月以上１年未満 1 0.4%

１年以上 1 0.4%

総計 274 100%

1泊2日が最も人気で、全体の42.3%を占めています。 那覇からの日帰りが26.3%で2
番目に多く、アクセスの良さを示しています。2泊3日（19.0%）と3泊4日以上1週間未
満（10.6%）を合わせると29.6%となり、一定の需要があります。 1か月以上の長期滞
在を希望する人は非常に少数です（0.8%）。 渡嘉敷村へ行きたくないと回答した人は
わずか1.1%で、ほとんどの人が訪問に興味を示しています。
短期滞在の人気は、渡嘉敷村が週末旅行や短期休暇の目的地として認識されていること
を示唆しています。 日帰り観光の多さは、那覇からのアクセスの良さと、一日で主要な観光
スポットを回れる規模感を示しています。 中期滞在（2～6泊）にも一定の需要があり、
ゆっくりと島を楽しみたい層も存在します。 長期滞在の少なさは、渡嘉敷村が長期滞在型
の観光地としてはまだ認識されていないことを示しています。
1泊2日の短期滞在者向けのパッケージツアーや観光プランの充実が効果的でしょう。
日帰り観光客向けのプランも重要で、効率的な観光ルートの提案が有効かもしれません。
2泊以上の滞在を促進するため、複数日にわたるアクティビティや体験プログラムの開発が
考えられます。
長期滞在の魅力を発信し、新たな観光スタイル（ワーケーションなど）を提案することで、
滞在の多様化を図れる可能性があります。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマルシェ2025 in Depot Island

【アンケート集計】

0.6%

45.0%

20.4%

26.7%

6.0%

0.9%

0.3%

訪れたいと思わない

家族

恋人（パートナー）

友達

ひとり

仕事・学校関係者

その他

Q8：渡嘉敷村へどなたと訪れたいですか？(複数回答可）

回答 回答数 ％

訪れたいと思わない 2 0.6%

家族 150 45.0%

恋人（パートナー） 68 20.4%

友達 89 26.7%

ひとり 20 6.0%

仕事・学校関係者 3 0.9%

その他 1 0.3%

総計 333 100%

全体の45.0%が家族との訪問を希望しており、渡嘉敷村が家族向けの観光地とし
て認識されていることがわかります。
26.7%が友達との訪問を希望しており、2番目に高い割合です。
恋人やパートナーとの訪問希望が20.4%あり、ロマンチックな目的地としても認識され
ています。
一人での訪問希望は6.0%と比較的少数です。
仕事や学校関係での訪問希望は0.9%とわずかです。
訪れたいと思わない人はわずか0.6%で、ほとんどの回答者が訪問に興味を示してい
ます。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマルシェ2025 in Depot Island

【アンケート集計】

4.7%

8.2%

6.5%

14.5%

4.6%

7.5%

1.9%

19.7%

12.1%

4.3%

0.4%

7.5%

4.4%

3.6%

0.3%

キャンプ（グランピング含む）

グルメ（飲食店巡り）

サイクリング

ダイビング（体験ダイビング含む）

トレッキング（散策、ハイキング等）

ホエールウォッチング

マラソン（とかしきマラソン含む）

マリンスポーツ、シュノーケリング、…

ゆっくりorのんびり過ごす

祭り（とかしきまつり、大綱引き等）

仕事（リゾートバイト等）

集落散策

釣り

渡嘉敷村民との交流

特にない

Q9：渡嘉敷村で体験してみたい事は何ですか？（複数回答可）

回答 回答数 ％

キャンプ（グランピング含む） 33 4.7%

グルメ（飲食店巡り） 57 8.2%

サイクリング 45 6.5%

ダイビング（体験ダイビング含
む）

101 14.5%

トレッキング（散策、ハイキング
等）

32 4.6%

ホエールウォッチング 52 7.5%

マラソン（とかしきマラソン含
む）

13 1.9%

マリンスポーツ、シュノーケリング、
海水浴

137 19.7%

ゆっくりorのんびり過ごす 84 12.1%

祭り（とかしきまつり、大綱引
き等）

30 4.3%

仕事（リゾートバイト等） 3 0.4%

集落散策 52 7.5%

釣り 31 4.4%

渡嘉敷村民との交流 25 3.6%

特にない 2 0.3%

総計 697 100%

海関連のアクティビティが最も人気：マリンスポーツとダイビングを合わせると34.2%となり、渡嘉
敷村の海の魅力が大きな誘因となっています。 「ゆっくりのんびり過ごす」が3位で12.1%を占め、
静かな島の雰囲気を楽しみたい層も多いです。 グルメ（飲食店巡り）が8.2%で4位となってお
り、地元の食にも興味が持たれています。 ホエールウォッチングが7.5%で5位タイに入っており海
洋生物への関心も高いです。 集落散策も7.5%で5位タイとなっており、地域の文化や暮らしへ
の関心も見られます。キャンプ（4.7%）、トレッキング（4.6%）、サイクリング（6.5%）など、
アウトドアのアクティビティにも一定の需要があります。 渡嘉敷村民との交流（3.6%）に興味を
持つ人も一定数います。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマルシェ2025 in Depot Island

【アンケート集計】

31.7%

7.4%

11.7%

8.9%

25.5%

14.2%

0.6%

Instagram

TikTok

X(旧Twitter)

Facebook

LINE

YouTube

その他

10.普段ご利用のSNSを教えてください。（複数回答可）

回答 回答数 ％

Instagram 163 31.7%

TikTok 38 7.4%

X(旧Twitter) 60 11.7%

Facebook 46 8.9%

LINE 131 25.5%

YouTube 73 14.2%

その他 3 0.6%

総計 514 100%

Instagramが全体の31.7%を占め、視覚的コンテンツの共有が好まれていることがわ
かります。 LINEが25.5%で2位となっており、メッセージングアプリとしての需要が高いで
す。 YouTubeが14.2%で3位となっており、動画コンテンツの人気が伺えます。
X(旧Twitter)とFacebookを合わせると20.6%となり、テキストベースの情報共有も
一定の需要があります。 TikTokが7.4%とまだ比較的低いものの、短尺動画プラット
フォームとして注目されています。
InstagramとTikTokの高い利用率は、若年層の回答者が多いことを示唆しています。
LINEの高い利用率は、幅広い年齢層に利用されていることを示しています。
FacebookとX(旧Twitter)の利用は、比較的年齢層が高い可能性があります。
この分析から、多様なSNSプラットフォームを活用したマルチチャネルのマーケティング戦
略が効果的であることがわかります。特に、InstagramとLINEを中心としつつ、
YouTubeやその他のプラットフォームも組み合わせることで、幅広い層へのリーチが可能
になると考えられます。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマルシェ2025 in Depot Island

【アンケート集計】

11.1%

2.0%

2.8%

0.4%

23.8%

6.3%

2.4%

4.0%

3.0%

9.1%

13.9%

5.0%

4.8%

2.2%

2.4%

6.9%

1.るるぶ

2.ことりっぷ

3.地球の歩き方

1-3以外の旅行雑誌

Instagram

TikTok

X(旧Twitter)

Facebook

LINE

YouTube

ウェブ検索(Yahoo!/Google)

TV番組

観光協会のホームページ

インフルエンサーの紹介

その他

友達の口コミ

Q11：旅行する際に参考にするものを教えてください。（複数回答可）

回答 回答数 ％

1.るるぶ 56 11.1%

2.ことりっぷ 10 2.0%

3.地球の歩き方 14 2.8%

1-3以外の旅行雑誌 2 0.4%

Instagram 120 23.8%

TikTok 32 6.3%

X(旧Twitter) 12 2.4%

Facebook 20 4.0%

LINE 15 3.0%

YouTube 46 9.1%

ウェブ検索
(Yahoo!/Google)

70 13.9%

TV番組 25 5.0%

観光協会のホームページ 24 4.8%

インフルエンサーの紹介 11 2.2%

その他 12 2.4%

友達の口コミ 35 6.9%

総計 504 100%

SNSの影響力が顕著：InstagramとYouTubeを合わせると32.9%となり、視覚的な情報が重視されて
います。
従来型のメディアも健在：るるぶ（11.1%）やTV番組（5.0%）など、従来の情報源も一定の支持を
得ています。
検索エンジンの重要性：ウェブ検索が13.9%で2位となっており、オンラインでの情報収集が一般的です。
口コミの影響：友達の口コミ（6.9%）が5位に入っており、個人の経験談が重視されています。
公式情報源の利用：観光協会のホームページ（4.8%）も一定の支持があります。
TikTokの台頭：6.3%と比較的高い割合で、短尺動画による情報発信の影響力が見られます。
インフルエンサーの影響：2.2%とまだ低いものの、一定の影響力があることがわかります。
従来旅行ガイドブック：「ことりっぷ」（2.0%）や「地球の歩き方」（2.8%）など、紙媒体のガイドブックも
利用されています。
この分析から、多様な情報源を組み合わせたクロスメディア戦略が効果的であることがわかります。特に、
InstagramやYouTubeなどのSNSを中心としつつ、ウェブ検索対策や従来型メディアとの連携も行うことで、
幅広い層へのリーチが可能になると考えられます。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマルシェ2025 in Depot Island

【アンケート集計】

回答 回答数 ％

1. グルメ 32 11.4%

2. 観光 21 7.5%

3. おすすめ 20 7.1%

4. 沖縄 19 6.8%

5. 旅行 12 4.3%

6. ランチ 9 3.2%

7. 食べ物/食事 9 3.2%

8. 子連れ/子供 8 2.8%

9. ごはん/ご飯 7 2.5%

10. 家族 6 2.1%

11. 渡嘉敷 5 1.8%

12. 景色 5 1.8%

13. ホテル 5 1.8%

14. 楽しい 5 1.8%

15. 海 5 1.8%

16. ディナー 4 1.4%

17. カフェ 4 1.4%

18. 癒し 3 1.1%

19. のんびり 3 1.1%

20. ダイビング 3 1.1%

21. 居酒屋 3 1.1%

22. Google 3 1.1%

23. Chinese 3 1.1%

24. NA 3 1.1%

25. Travel 2 0.7%

26. おしゃれ 2 0.7%

27. アクティビティ 2 0.7%

28. シュノーケル 2 0.7%

29. 人気 2 0.7%

30. 子ども 2 0.7%

31. 安い 2 0.7%

32. 宿 2 0.7%

33. 楽しむ 2 0.7%

34. 美味しい 2 0.7%

35. 絶景 2 0.7%

※１回以上は省略。納品するデータにてご確認お願い致します。

Q12：旅行する際に検索するワードを教えてください。（フリー記述）

グルメ、ランチ、食べ物/食事、ごはん/ご飯、ディナー、カ
フェなどが上位に入っており、食に関する関心が非常に高
いです。
観光、おすすめ、旅行などの一般的なキーワードが上位
を占めています。
沖縄、渡嘉敷が特定の地域として挙げられており、これら
の地域への関心が高いことがわかります。
ダイビング、シュノーケル、アクティビティなど、海洋関連の
アクティビティへの関心が見られます。
ホテル、宿などの宿泊施設に関するキーワードも挙げられ
ています。
景色、海、絶景など、自然や景観に関するキーワードも
含まれています。
家族、子連れ/子供、子どもなど、家族旅行に関連する
キーワードが見られます。
楽しい、のんびり、楽しむなど、旅行の雰囲気や目的を
示すキーワードも含まれています。
Googleやチャイニーズ（Chinese）など、情報源や言
語に関するキーワードも少数ながら挙げられています。

食事体験を中心としたプロモーションが効果的である可
能性が高いです。
海洋アクティビティや自然景観を強調したコンテンツ作り
が有効でしょう。
家族向けの施設やサービスのアピールも検討する価値が
あります。
「おすすめ」情報の提供が旅行者の関心を引く可能性が
高いです。
この分析から、食事、地域特性、アクティビティ、自然景
観などを組み合わせた総合的な観光プロモーション戦略
が効果的であることがわかります。特に、グルメ体験と沖
縄の特色を活かしたコンテンツ作りが重要になると考えら
れます。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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●とかしきマルシェ2025 in Depot Island

【アンケート集計】

※１回以上は省略。納品するデータにてご確認お願い致します。

【総評】
渡嘉敷村の認知度は比較的高いものの（68.2%）、実際の訪問経験者は少ない（28.8%）です。
国立公園指定の認知度は低く（25.8%）、この点を活用した観光PRの余地があります。
訪問意欲は非常に高く、99.4%が何らかの形で訪れたいと考えています。
短期滞在（1泊2日が42.3%）や日帰り（26.3%）が主流ですが、中期滞在（2～6泊）にも一定
の需要があります。
家族（45.0%）や友人（26.7%）、カップル（20.4%）での訪問希望が多く、多様な層をターゲッ
トにできます。
マリンアクティビティ（ダイビング、シュノーケリングなど）が最も人気です。
「ゆっくりのんびり過ごす」というニーズも高く、アクティブとリラックスの両面を提供できる環境が求められていま
す。 グルメや自然観察（ホエールウォッチングなど）も人気があります。
Instagram（23.8%）やYouTube（9.1%）などのSNSが主要な情報源となっています。
ウェブ検索（13.9%）や旅行ガイドブック（るるぶ11.1%）も重要な役割を果たしています。
口コミ（6.9%）の影響力も無視できません。

**課題**:
a. マーケティング戦略：

- Instagramを中心とした視覚的なコンテンツ戦略を展開。
- YouTubeでの動画コンテンツ制作を強化。 - SEO対策を含むウェブ検索最適化。
- 国立公園指定を前面に出したPR活動。

b. 観光プロダクト開発：
- マリンアクティビティの質と安全性の向上。
- リラックスできる環境づくり（ビーチ整備、静かな宿泊施設など）。
- 地元グルメツアーや料理教室などの食体験プログラムの開発。
- 自然観察プログラム（ホエールウォッチング、星空観察など）の拡充。 - 家族向け、カップル向け、
友人グループ向けの多様なパッケージの提供。

c. 滞在促進策：
- 2泊3日以上の滞在を促進するための長期滞在割引や特典の導入。
- 夜間のアクティビティや文化体験プログラムの開発。

d. オフシーズン対策：
- 秋冬シーズンの魅力（紅葉、冬の星空など）を発信。
- オフシーズン限定の体験プログラムや割引の導入。

e. 持続可能な観光の推進：
- 国立公園としての環境保護活動を観光プログラムに組み込む。
- エコツーリズムの推進と、それを通じた差別化。

これらの戦略を適切に実施することで、渡嘉敷村の観光産業の持続可能な発展と、訪問者満足度の向
上が期待できます。自然環境の保護と観光振興のバランスを取りながら、独自の魅力を最大限に活かし
た観光地づくりを進めることが重要です。

（3）「電子媒体による渡嘉敷体験ツール作成」

▮ ②沖縄JTBの自社マーケティングツール「Taview」を活用したサービス提供とデータ分析を実施

４．実施概要（観光誘客業務）
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（4）新規企画

観光振興計画
の位置付け

３．渡嘉敷村全体を活用した四季折々の観光メニューづくり【観光コンテンツ】
└（１）観光メニューの創出

└ ②観光イベントの継続開催、及び新規の企画検討

５．渡嘉敷村の魅力を効果的に伝え、人を呼び込むプロモーション実施【誘客プロモーション】
└（１）情報発信の充実

└ ①SNSを活用した定期的な情報発信

内容 新規自主提案

▮ 観光振興計画との関連性

▮ 実施スケジュール

▮ 「おきなわLikes」活用した村イベント情報発信の概要

①全国の「沖縄好き！」が集まる、沖縄最大級のSNS「おきなわLikes」でのプロモーション。1イベント想定。
②県内外・海外25万人のフォロワーに直接アプローチ。村役場発信SNSとの連携も検討。

←他市町村での

活用例

マラソン

12

月
上
旬
～
１
月
末 3

月

発信内容調整 発信期間

どれくらいフォロワーがいるの？

【国内】256千人

Facebook /120千人

Instagram /107千人

Threads /16千人

X         /13千人

【海外インバウンド】538千人

Facebook（タイ）/250千人

Facebook（台湾）/230千人

Facebook（香港）/58千人

1回投稿の平均効果は？

【Instagram】

リーチ（届いた人）/40千人

リアクション /3千人

エンゲージメント /7.5%

【Facebook】

リーチ（届いた人）/19千人

リアクション /  1千人

エンゲージメント /5.7%

どんな人が見てるの？👀

旧Twitter

Point

＊エンゲージメント率をみると、、、
インフルエンサー業で平均0.81％、
旅行業で平均0.47%というデータ
からも効果的なSNSと言える。

２
月

４．実施概要（観光誘客業務）

ホエールウォッチング
シーズン終了
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４．実施概要（観光誘客業務）

▮ 具体的な実施内容

（4）新規企画

実際の画像の並びは上記のようになります。
（横並びにしておりますので、写真に長体がかかっておりますが、ご了承ください。

●文字乗せした画像は下記です。
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４．実施概要（観光誘客業務）

▮ 具体的な実施内容

（4）新規企画
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４．実施概要（観光誘客業務）

▮ 具体的な実施内容

（4）新規企画
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４．実施概要（観光誘客業務）

▮ 具体的な実施内容

（4）新規企画
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■Facebook

４．実施概要（観光誘客業務）

▮ 具体的な実施内容

（4）新規企画

■Instagram
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■Facebook(ストーリーズ)

４．実施概要（観光誘客業務）

▮ 具体的な実施内容

（4）新規企画
■Facebook(ストーリーズ)

■Instagram(ストーリーズ)


